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行政常任委員会 

 

令 和 ４ 年 ９ 月 ２ １ 日 （ 水 ）               

午 前 ９ 時 ５ ７ 分 開  会               

 

○村田委員長  おはようございます。 

 定刻より少し時間が早いのですが、ただいまから行政常任委員会を開会いたしま

す。 

 本日の欠席委員は２名でございまして、三鬼和昭委員が所用のため欠席、内山左

和子委員が体調不良のため欠席でございます。 

 それでは、審査に入る前に市長より一言御挨拶がありますので許可をします。 

○加藤市長  行政常任委員会の今審査中にもかかわらずちょっとお時間を頂戴し

まして、委員の皆様に御報告を１件させていただきたいと思っております。 

 実を言いますと、９月２７日、安倍元総理の国葬が挙行されますけれども、その

案内が三重県市長会にございました。三重県市長会のほうとして、本来であれば会

長である鈴鹿市長の末松市長が出席すべきところなんですけれども、やむを得ない

事情がございまして、副会長である私が出席するように要請がありまして、９月２

７日、安倍元総理の国葬に三重県市長会の副会長として私が代表して出席をさせて

いただきますので、その報告を委員の皆様に事前に御報告させていただきたいと思

いましてお時間をいただきました。 

 以上でございます。 

○村田委員長  御苦労さんでございました。 

 市長の今御挨拶がありましたように国葬に参加をされるということが報告をされ

ましたので、よろしくお願いをいたします。 

 それでは、決算審査に入りたいと思いますが、水産農林課から説明をいただきた

いと思います。 

○芝山水産農林課長  水産農林課です。よろしくお願いいたします。 

 それでは、議案第５１号、令和３年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定につい

てのうち、当課に関する決算状況につきまして、決算書並びに主要施策の成果及び

実績報告書を用いて御説明いたします。 

 それでは、歳出について御説明いたします。 

 決算書２３８、２３９ページでございます。通知をいたします。 
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 ５款農林水産業費、１項農業費でございます。１目農業委員会費、予算現額１,

０６２万３,０００円に対し、支出済額１,０５５万７,７４７円、不用額は６万５,

２５３円でございます。 

 主な支出は、次のページをお願いいたします。 

 １節報酬は、農業委員会における委員報酬１６５万４,９００円と、１８節負担

金、補助及び交付金は、農業会議負担金１９万２,０００円などでございます。 

 続きまして、２目農業振興費、予算現額８５２万３,０００円に対し、支出済額

８２８万２,５８７円、不用額は２４万４１３円でございます。 

 主な支出は、７節報償費２４９万６,０００円は、甘夏農家の地域おこし協力隊

１名の１２か月分の報償と、次のページをお願いいたします。 

 １８節負担金、補助及び交付金、支出済額５４６万６２９円で、これは、補助金

の中山間地域等直接支払事業費補助金２２１万２,７８９円、多面的機能支払事業

補助金１０万７,８４０円、尾鷲市地域おこし協力隊活動費補助金１５０万円、農

業次世代人材投資事業補助金１５０万円、これは、三木里地区での営農している新

規就農者への就農初期段階の５年間に対する補助金でございます。 

 続きまして、下段、３目でございます。農地費でございます。予算現額２１５万

１,０００円、支出済額２０７万５,５９８円、不用額は７万５,４０２円でござい

ます。 

 主な支出は、１０節需用費１４３万７,７００円は、雨駄農業用水路擁壁修繕や

農道上岡線路側修繕など１３か所の農道、農業用水路の修繕料でございます。 

 １１節役務費５８万８,８９８円は、曽根農道草刈手数料と岡野川用水路など１

０か所の農業用水路の草刈手数料でございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 続きまして、２項林業費でございます。１目林業総務費、予算現額２,５８９万

９,０００円、支出済額２,５３０万２,６７１円で、不用額は５９万６,３２９円で

ございます。 

 主な支出は、次のページをお願いいたします。 

 中段にあります１３節でございます。使用料及び賃借料４１万７,７１８円は、

林地台帳のデータベースである三重県森林資源情報管理システムの使用料２７万７,

２００円などでございます。 

 １８節負担金、補助及び交付金６９万円は、尾鷲林政推進協議会など林業関係の

７団体への負担金でございます。 



－３－ 

 次のページをお願いいたします。 

 続きまして、２目林業振興費でございます。予算現額５,７１９万７,０００円に

対し、支出済額４,９９３万６,８８５円で、不用額は７２６万１１５円でございま

す。 

 主な支出は、７節報償費、支出済額３２９万２,０００円は、有害鳥獣捕獲奨励

金としてのニホンザル６０頭分、イノシシ４５頭分、ニホンジカ２７１頭分に係る

報償でございます。 

 １０節需用費８８万７,０６２円のうち、消耗品は動物駆逐用花火など、修繕料

は有害鳥獣パトロール用車両の修繕代などでございます。 

 １２節委託費、支出済額は１,７７６万１,９２０円で、不用額は１４７万１,０

８０円でございます。不用額は、森林経営管理事業における森林管理業務委託料で

の測量面積が縮小したことに伴う委託料の減額１１４万１,３８０円などによるも

のでございます。 

 １２節委託料の内訳といたしましては、森林環境創造事業委託料１１０万円は、

森林の公益的機能を維持するために環境林として位置づけた森林の間伐などを行い、

機能維持を図る事業でございます。県８０％、市２０％の負担割合で、令和３年度

は賀田町の環境林２.９２ヘクタールで間伐を実施したものでございます。 

 その下の森林経営管理事業業務委託料８０４万５,６２０円は、森林環境譲与税

を原資とした森林調査事業でございます。 

 その下の流域防災機能強化対策事業業務委託料３７３万３,４００円は、渓流沿

いで適正な管理が行われていない民間所有森林において、流木被害や土砂災害を引

き起こすおそれのある森林につきまして、所有者と市が協定を結び整備する事業で

ございます。昨年度は、賀田地区内において２.８５ヘクタールの間伐を行ったも

のでございます。 

 森林測量管理システム導入業務委託料２２９万９,０００円は、先ほどの森林環

境譲与税を原資としました森林経営管理事業の一環の業務委託でございます。ＧＩ

Ｓを用いた新たな測量管理システムを導入するための委託料でございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 自然体験業務委託料２５８万３,９００円は、海育プログラムの開発を向井小学

校の授業の一環として行ったものと、これまで開発をしてきました山育、川育など

を市内の幼稚園、小学校の児童・生徒、また、学校の先生方にも体験をしていただ

いた業務の委託料でございます。 
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 １４節工事請負費６９４万４,３００円は、全額尾鷲みどりの基金事業による林

道白浜谷線の舗装工事で、１８３メートルのアスファルト舗装を行ったものでござ

います。 

 １８節負担金、補助及び交付金２,０４９万６,３００円のうち、尾鷲みどりの基

金事業補助金１,８２１万５,３００円は、全額尾鷲みどりの基金事業によるもので、

森林組合尾鷲への造林等の補助金でございます。 

 人家裏危険物木伐採事業補助金１２１万１,０００円は、全額みえ森と緑の県民

税によるもので、自治会や区、自主防災会などが行う人家や住民の安全性などを確

保するための危険木伐採に対する補助金でございます。伐採経費の８割、５０万円

を限度といたしまして、昨年度は北浦第４自治会、桜茶屋自治会、須賀利地区の３

団体に補助をしたものでございます。 

 なお、１８節の不用額が５２７万３,７００円と多額なのは、尾鷲みどりの基金

事業における森林組合尾鷲の補助金の事業計画の変更に伴う減額４０８万４ ,７０

０円と尾鷲産材活用促進補助金の残額９０万円、人家裏危険木伐採事業補助金の残

額２８万９,０００円でございます。 

 続きまして、３目林業開設改良費でございます。予算現額１,６３８万８,０００

円に対し、支出済額１,６３２万６,６９５円で、不用額は６万１,３０５円でござ

います。 

 主な支出は、次のページをお願いいたします。 

 １０節需用費でございます。２７４万３,４９１円のうち、修繕料２２９万９７

１円は、林道八鬼山線路面修繕など８路線の修繕料１８７万７,４００円と、４Ｗ

Ｄ車両に係る修繕料４１万６,５７１円でございます。 

 １４節工事請負費６９６万９,６００円は、一般林道整備事業における林道大根

須賀利線アスファルト舗装工事で、延長２２５メートル分でございます。 

 続きまして、３項山林事業費でございます。１目管理費、予算現額１億１,７４

６万８,０００円に対し、支出済額１億１,６９３万１,８４３円で、不用額は５３

万６,１５７円でございます。 

 主な支出は、次のページをお願いいたします。 

 １０節需用費でございます。ＦＳＣ森林管理認証に係る安全対策用消耗品の購入

と、作業用トラック、公用車の車検等にかかる修繕が主なものでございます。 

 １２節委託料７,２１７万２００円のうち、森林整備業務委託料５,４２３万７,

７００円は、受託造林事業、これは、国の旧公団造林でございますが、受託造林事
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業が３,６５９万８,１００円と、ヤフー株式会社様の寄附でのみんなの森整備１,

７６３万９,６００円でございます。詳細は、後ほど資料にて御説明をさせていた

だきます。 

 主伐搬出委託料１３０万９,０００円、これは、みんなの森に隣接する市有林０.

３ヘクタール分の搬出委託料でございます。 

 森林環境保全直接支援事業業務委託料８０３万９,９００円の内訳は、クチスボ

地区７.３１ヘクタール、九鬼地区２.９８ヘクタールの市有林の下刈り２５９万６,

０００円と、早田地区１.３６ヘクタール、九鬼地区０.２１ヘクタールの市有林の

尾鷲ヒノキ９,４６０本分の植付け料５４４万３,９００円の業務委託料でございま

す。 

 次のページをお願いいたします。 

 みんなの森プロジェクト推進業務委託料６６０万円は、一般社団法人ネクストコ

モンズラボへのみんなの森プロジェクトでのディレクション、それから、企業との

マッチング、ヤフー株式会社のふるさと納税寄附申請サポートなどに対する令和３

年度下半期分の業務推進委託料でございます。 

 ガンガゼ除去作業委託料９９万３,６００円は、みんなの森プロジェクトでのブ

ルーカーボンの取組としての九鬼漁港内でのガンガゼ除去業務委託料でございます。 

 木づかい空間演出業務委託料９９万円は、本市のゼロカーボンシティ宣言で協定

を結んでおります九鬼町で海草の陸上養殖を手がけております合同会社シーベジタ

ブル様の企業版ふるさと納税の寄附による木づかい空間演出業務委託料でございま

す。みんなの森からの間伐材を用いて向井地区の農地で空間演出を行い、木材利用

とカーボンニュートラルのワークショップを行った業務の委託となっております。 

 次に、１３節使用料及び賃借料１６４万６,１９８円は、市有林管理を行う山林

作業員の車の借上料、チェーンソーなどの機械借上料などでございます。 

 １８節負担金、補助及び交付金５９万９,９００円のうち、ＦＳＣグループ認証

負担金５９万２,９００円は、同グループ認証を継続するための負担金でございま

す。 

 それでは、森林整備業務委託料５,４２３万７,７００円の内訳につきまして、主

要施策の成果及び実績報告書及び資料にて、私有林係千種補佐より説明をいたしま

す。通知をさせていただきます。 

○千種水産農林課長補佐兼係長  それでは、森林整備業務委託料のうち、まず、

受託造林管理事業について御説明いたします。 
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 事業目的としましては、水源地域において、水源涵養や土砂流出崩壊防止として

森林を再生し、緑のダムとしての機能の確保をしていくものであります。 

 事業の内容としましては、国道４２５号線の奈良県との県境付近にある川原木屋

地区で保育間伐約６４ヘクタールと森林作業道設計４,９２５メーターと森林作業

道開設７０２メーターを行いました。事業量合計額は３,７５９万１,０００円で、

全額受託造林事業収入によるものとなっております。 

 続きまして、みんなの森プロジェクトでの森林整備業務委託料の内容につきまし

ては、先日の追加議案で用いました資料にて御説明させていただきます。資料を通

知します。 

 資料左手の緑の枠を御覧ください。 

 生物多様性・環境教育ゾーンにおいて、ヤフー株式会社様からの寄附により、昨

年度は森林作業道開設８２０メーターと群状間伐１.３０ヘクタールを行いました。 

 続きまして、資料右手の緑の枠を御覧ください。 

 自然体験・森林ふれあいゾーンにおいて、森林作業道開設９００メーターと利用

間伐３ヘクタールの森林整備を行いました。 

 みんなの森プロジェクトにおける森林整備業務委託料１,７６３万９,６００円で、

全額ヤフー株式会社様からの寄附によるものとなっております。 

 以上です。 

○丸茂水産農林課調整監  決算書２５６ページ、２５７ページにお戻りください。

通知いたします。 

 ４項水産業費につきましては、私から御説明させていただきます。 

 １目水産業総務費は全て職員人件費でございますので、割愛させていただきます。 

 次のページをお願いします。 

 ２目水産振興費、予算現額１,３６８万６,０００円に対し、支出済額１,１８２

万５,０２４円で、不用額は１８６万９７６円でございます。 

 ２目水産振興費での事業は、尾鷲ヒノキ製アオリイカ産卵床事業、漁業後継者対

策事業、藻場再生などの水産多面的機能発揮対策事業、ヒロメ、マガキなどの藻

類・二枚貝養殖普及事業、料理教室などの水産物普及啓発事業が主な事業で、１０

節需用費に係るものは、これら事業における消耗品、車両燃料費、修繕費でござい

ます。 

 １１節役務費３９万２,６７４円は、主に漁獲量調査手数料１９万２,０００円、

これは、市内の漁獲量を外湾漁協に調査していただいている手数料と、間伐材運搬
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等手数料９万９,０００円は、アオリイカ産卵床用のヒノキ材の運搬手数料でござ

います。 

 次のページをお願いします。 

 １２節委託料５３万８,０００円は、ガラモ植生調査委託料４４万円と尾鷲市漁

業体験教室業務委託料９万８,０００円でございます。ガラモ植生調査委託料は、

隔年で受託研究依頼をしている尾鷲湾と賀田湾の藻場造成の経年の追跡調査委託で

ございます。尾鷲市漁業体験教室は、コロナ禍でも個別に２名を受け入れました。 

 １３節使用料及び賃借料６６万４,８９０円のうち、船舶借上料４６万９,６５０

円は、尾鷲湾と賀田湾の養殖場の毎月の水質検査のための船舶借上料、尾鷲ヒノキ

製アオリイカ産卵床事業での傭船代でございます。 

 １８節負担金、補助及び交付金、支出済額は９５０万４,０７７円で、不用額７

９万９２３円は、漁業共済事業負担金における赤潮特約事業の負担が当初見込みを

下回ったことなどによるものでございます。 

 支出済額のうち、主な支出は負担金として、カサゴ放流事業負担金５３万円は、

カサゴ稚魚１万尾の放流、特定海域展開事業負担金１５７万５,０００円は、ヒラ

メ種苗３万７,５００尾の放流、地域展開促進事業負担金４８万３,０００円は、マ

ダイ放流５万尾の負担金、資源回復計画促進事業負担金４９万６,０００円は、ト

ラフグ放流１万５,５００尾に対する負担金でございます。 

 次のページをお願いします。 

 漁業共済事業負担金２７５万９,０４５円は、漁業者の漁業災害補償法に基づく

共済制度で、赤潮特約事業について、該当する掛金の９分の６を国が負担し、９分

の２を県、９分の１を市が負担するものでございます。 

 水産多面的機能発揮対策事業負担金４４万４,０００円は、尾鷲、九鬼、早田、

三木浦で行っております藻場再生事業におけるガンガゼ除去などの活動に対する負

担金でございます。 

 補助金につきまして、漁業設備更新事業補助金１９３万６,０００円は、新型コ

ロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用したコロナ禍を乗り越え、水揚

げ量の増大や機能の充実に努めることを目的とした尾鷲魚市場の水揚げ時に使用す

るベルトコンベヤーの整備に対する約２分の１の補助でございます。そのほかは例

年と同じ各種団体事業に対するものでございますが、コロナ禍の影響により、イベ

ント開催や先進地視察等、例年どおりの活動ができていないもので、金額はその分

を差し引いた額となっております。 
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 しかしながら、コロナ禍でも可能な水産物のＰＲのための取組を各種団体と連携

し推進いたしました。例えば、昨年、特に力を入れた尾鷲マハタにつきましては、

商工会議所女性部が主催したＦｉｓｈ－１グランプリ尾鷲予選へのマハタの提供な

ど、尾鷲市海面養殖振興協議会が協力し、その後、三重県漁連などと連携し、全漁

連が主催するＦｉｓｈ－１グランプリへ尾鷲マハタ丼を出品し、準グランプリを受

賞しました。 

 また、尾鷲の春ブリのＰＲの一環として、鈴鹿短大の学生によるレシピ考案も兼

ねた調理実習へブリの提供など、産地協議会が協力しました。 

 以上でございます。 

○芝山水産農林課長  続きまして、３目漁港管理費を御説明させていただきます。 

 予算現額６１６万２,０００円に対し、支出済額３５３万６,５７７円で、不用額

は２６２万５,４２３円でございます。 

 主な支出は、１０節需用費は、行野浦漁港での舗装修繕や認識灯の修繕など、市

が管理をする漁港施設に係る修繕料１０４万９,４００円でございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 １２節委託料のうち、整備点検業務委託料１４９万６,０００円は、市が管理を

する漁港防潮扉の法定点検業務委託でございます。不用額２１５万３,５８０円に

つきましては、例年、県補助金として割当てをいただいております台風などの際に

漁港に漂着した流木などの漂着物処分の委託料２０２万円が令和３年度は不要であ

ったことから、県に返還するための不用額でございます。 

 続きまして、４目漁港建設費、予算現額４,２１４万８,０００円に対し、執行済

額２,５９４万９,４８２円、繰越明許費１,５７９万６,０００円、不用額は４０万

２,５１８円でございます。 

 繰越明許費の１,５７９万６,０００円は、水産基盤ストックマネジメント事業に

おける九鬼漁港の係留突堤の測量調査における調査差金でございます。国、県の助

言を踏まえまして、事業効果の早期発現を図るため、その調査差金を令和３年度の

委託料、工事請負費に補正追加をさせていただき、それを令和４年度に繰越したも

のでございます。 

 主な支出は、次のページをお願いいたします。 

 １２節委託料でございます。１,４４０万４,５００円は、先ほどの水産基盤スト

ックマネジメント事業による九鬼漁港機能保全工事に伴う測量設計業務委託料でご

ざいます。繰越明許費３００万円は、委託料として繰り越すものでございます。 
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 １４節工事請負費は、支出済額３０３万２,７００円。これは、県単漁港改良事

業での大曽根浦漁港西網干場舗装工事でございます。繰越明許費１,２７９万６,０

００円は、先ほどのストックマネジメント事業での九鬼漁港駅前護岸保全に係る工

事請負費として繰越したものでございます。不用額は６万７,３００円でございま

す。 

 それでは、水産基盤ストックマネジメント事業の詳細を主要施策の成果及び実績

報告書にて、基盤整備係内山主幹から説明をさせていただきます。通知をいたしま

す。 

○内山水産農林課主幹兼係長  それでは、実績報告書７９ページについて説明さ

せていただきます。 

 事業名、水産基盤ストックマネジメント事業。事業の内容は、九鬼漁港の測量調

査、設計業務になります。機能保全計画に基づいて行う九鬼漁港の機能保全工事の

ための委託業務となっております。事業費は１,４５６万８,２４６円で、このうち、

九鬼漁港機能保全工事に伴う測量調査設計業務委託にかかる費用は１,４４０万４,

５００円。その財源内訳は、県支出金７２０万２,０００円、その他特定財源７２

０万円、一般財源１６万６,２４６円、補助率は水産物供給基盤機能保全事業費補

助金の５０％です。 

 なお、繰越しました九鬼漁港の駅前岸壁保全工事については、現在順調に施工が

進んでおります。 

 以上でございます。 

○芝山水産農林課長  それでは、決算書にお戻りください。 

 ずっと後ろのページに飛びまして、３５４ページ、３５５ページをお願いいたし

ます。通知します。 

 １０款でございます。災害復旧費、１項農林水産業費施設災害復旧費、１目現年

発生農林水産業施設災害復旧費でございます。予算現額２００万円に対し、支出済

額１７万８,２００円、不用額は１８２万１,８００円でございます。 

 支出の内訳は、１０節需用費１７万８,２００円は、大雨による農道北浦水地線

の土砂撤去でございます。 

 以上で、水産農林課に係る決算説明を終わらせていただきます。よろしく御審議

を賜り御承認くださいますようお願いいたします。 

○村田委員長  決算に係る水産農林課の説明が終わりました。 

 この説明につきまして、御質疑、御意見がございましたら御発言願いたいと思い
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ますが。 

○南委員  実績表の７５ページの種苗放流事業なんですけれども、よろしいです

か。平成１０年度から開始されて二十四、五年経過するんですけれども、カサゴ、

ヒラメ、マダイ、トラフグということで、毎年４種放流されておるんですけれども、

も、やはり根つきする、カサゴについてはある程度は理解できるんですけれども、

ヒラメもそうかなと。特にトラフグなんかは、尾鷲漁協なんかは水揚げされていな

いんですよね、ほとんど。そういった面で放流事業の検証というのはやってみえる

んですか。 

○丸茂水産農林課調整監  放流の効果の検証についてなんですけれども、なかな

か検証というのは難しいとは思うんですけれども、水産振興事業団が一応毎年マダ

イとヒラメについては、漁獲物のどのくらいの割合で放流したものが漁獲されてい

るかという調査はしているようで、年によってばらつきはあるんですけれども、大

体３％から１０％ぐらいは放流したものが漁獲されているんじゃないかという報告

書があります。なので、一応一定程度のマダイとヒラメについては効果があるとい

うことです。また、カサゴについてはそういった調査はないんですけれども、おっ

しゃるように一般的に定着性のある魚だということなんですけれども、トラフグに

ついてはなかなかそういった調査がなかったんですけれども、ただ、水産振興事業

団でどういった魚を放流するだとかというのは、資源評価とか資源を調査したりだ

とか、あと、漁業者のニーズというのを聞き取った上で総合的に判断して決めてい

るので、必要がないと判断されればもちろん放流もなくなりますし、実際、昨年、

令和３年は、尾鷲市は放流しなかったんですけれども、ヨシエビやナマコなんかは

放流がなくなりました。そのように効果がないとか要望がないということが分かれ

ば放流はなくなります。 

 以上です。 

○南委員  ヒラメ、マダイと言ったね、今、調整監から、大体３％から１０％の

漁獲になるんじゃないかということなんですけれども、古江の種苗センターはアワ

ビなんかもかなり栽培されていると思うんですけれども、アワビ放流は、種苗の放

流は過去にも行ってないんですか。予算的には出ていないんですけど。 

 それと関連して、アオリイカの産卵床ですか、これは少ない予算で結構、僕も効

果があると思うんですが、アオリイカの産卵床については。そういった事業もどん

どん僕はもっと予算をつけて増やしていってもいいんじゃないかなというような思

いがしますので、もしよければその効果について……。 
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○内山水産農林課主幹兼係長  アワビの放流ですが、本当に過去に、平成の初期

に記録として放流したという実績があります。そして、地区で希望されてアワビの

種苗放流をされている地区もございましたが、今現在はアワビの放流はしておりま

せん。 

 アオリイカの産卵床については、毎年産卵状況の調査を行っていますので、１０

０万ぐらいの卵が大体安定して確認できていますので、継続していきたいと思って

おります。 

 以上です。 

○南委員  アオリイカの産卵床について、子供たちと一緒になってつくって運営

しているということで、海育の大きな一つの海になじんでいくということなんです

けれども、ぜひともこれからもどんどん、もっと僕は予算をつけていってもいいん

じゃないかなと思いますので、ぜひともよろしくお願いをいたします。 

 以上です。 

○村田委員長  他にございませんか。 

○仲委員  決算書の水産振興費、２５８ページの関連する、実績報告書では７６

ページ、漁業後継者対策事業でございますが、これは定置関係の後継者ということ

の目的も含まれていると思うんですけど、九鬼、早田、梶賀のブリ大敷については、

尾鷲の漁業にとっては貴重な漁業ということで、持続可能な考え方をしていかなあ

かんと思うんですけど、今現在、そろそろ定置の入れる時期が、準備が始まると思

うんですけど、この定置の乗組員というのは、各大型定置でも充足はしていますか。 

○内山水産農林課主幹兼係長  定置の乗組員ですが、地区によっては少し９月に

全員充足できていない状況もあって、募集をかけられていることは新聞等でも御存

じかもしれないですけれども、募集をかけているところは実際ございます。 

○仲委員  市も乗組員等については関心を持った上で、各漁業組合というか、定

置組合等の職員のほうもあると思うんですけど、今後さらなる接触を深めて相談に

乗るような関係をぜひつくっていただきたいと思うんですわ。 

 それで、もう一点は、その下にもうかる漁業の創設支援事業というのがあるんで

すけど、早田が４期目で実施しておるという中で、これは直の予算ではないように

思うんですけど、これ以外の新たなもうかる漁業に対しての取組というのが報告で

きればお聞きしたいんですけど。 

○芝山水産農林課長  まず、先ほどの後継者育成に関連いたしまして、定置網等

への行政の積極的な関わりという点についてでございますが、私どもも尾鷲の漁業
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におきまして、定置網漁業、それから養殖というもの、これが２本柱として捉えて

おりまして、何としてもこれを維持発展させていきたいと。 

 後継者育成につきましては、尾鷲市では平成１１年から漁業体験教室というのを

ずっと継続して行っております。それを三重県や農林水産支援センターや漁連とも

連携をして、まずは経験をする、それから知識を深めていくというような仕組みを

しっかりつくっております。それは、尾鷲市の漁業体験教室の３泊４日という短い

体験から、あとは担い手確保の事業につなげたり、早田での漁師塾４週間の体験に

つなげたり、さらには６か月以上の長期研修につなげていくと。こういうような仕

組みでだんだんだんだん経験をしやすく、最初の入口からどんどんどんどん充実を

させていくというような支援体制はすごくモデルになるほどいい取組にはなってい

るというふうに考えておりまして、その成果も各定置では出てきているというふう

に考えております。 

 一方で、コロナ禍によるこの３年間の取組といたしましては、体験教室という一

斉に募集をするようなスタイルは実行できていないのですが、毎年毎年個別の受入

れ、感染対策をしっかりした上で個別の受入れは継続をしておりまして、今後もコ

ロナの状況を見ながら、ここについては切らさずしっかり取り組んでまいりたいと

いうふうに考えております。 

 それと、もうかる漁業につきましては、担当のほうから少し説明させていただき

ます。 

○竹内水産農林課係長  早田のもうかる漁業のほうなんですけれども、もう昨年

度期で終了になりまして、今、実績報告のために取りまとめをしているところでご

ざいます。早田はもうかる漁業で新船の更新を行ったんですけれども、ほかの地域

については、また違った事業を今検討というか、もう申請採択されまして、大型船

への改革をこの漁期からすると聞いておりますので、大変期待しているところであ

ります。 

○村田委員長  よろしいですか。他にございませんか。 

○中村委員  ６１ページ、施策実績報告書のイノシシが豚熱によって個体数が減

少していると書いていただいているんですけれども、これはちなみに何年間でどれ

ぐらいの推移があったのか教えていただけますか。 

○芝山水産農林課長  豚熱、２年前から岐阜のほうから発生をしてどんどんどん

どん南下をしてきているという状況でございまして、ただ、幸いというか、尾鷲市

内での捕獲頭数というのは３頭程度という報告でございます。豚熱の調査を三重県
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がしております。毎年毎年調査をして、そこで血液採取をしまして、血液の結果、

豚熱に感染しているかどうかというのを猟友会の皆様にお願いをして血液採取のデ

ータ取りを三重県がずっとしているんですけれども、その結果、尾鷲のほうで発生

が確認されているのは３頭だけでございます。 

 ただ、猟友会の皆さん方に話を聞きますと、やっぱりイノシシが死んでいる、死

骸はたくさん見受けられるということで、その辺りの影響で、これは全国的に豚熱

が発生しているエリア全部なんですけれども、イノシシの捕獲頭数というのは減っ

ているというところから、本市においても例年と少なかったというところはその影

響が出ているのではないかなというような推測をさせてもらっているところです。 

○中村委員  ということは、今年度は４５頭分の３頭が豚熱にかかっているとい

うのが分かったと今理解したんですけれども、２年以前はもっと捕獲数が、例えば

９０頭とか、すごく多かったんですか。 

○芝山水産農林課長  すみません。今、私の説明、ちょっとまずかったかも分か

らないですが、４５頭分の３ではなくて、またこれは別で、血液採取は別でしてお

りまして、その結果、豚熱に感染しているというのが３頭いたという。この４５頭

というのは、猟友会の皆さんが生きているイノシシを捕獲してくれたというものな

ので、この４５頭とはまた別に３頭の豚熱が発生しているという報告があったとい

うものでございます。 

○竹内水産農林課係長  すみません。御質問のイノシシの捕獲なんですけど、今

手持ちの資料で、令和元年度１３５、令和２年度１４３となっております。 

 以上です。 

○村田委員長  よろしいですか。 

 他にございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○村田委員長  ないようでありますので、水産農林課の審査を終わります。１０

分間休憩します。 

（休憩 午前１０時４０分） 

 

（再開 午前１０時４９分） 

○村田委員長  再開いたします。 

 それでは、次に商工観光課、よろしくお願いいたします。 

○森本商工観光課長  商工観光課でございます。よろしくお願いいたします。 
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 議案第５１号、令和３年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定についてのうち、

商工観光課に関する決算状況につきまして、決算書を基に主要施策の成果及び実績

報告書も併せて御説明申し上げます。 

 それでは、決算書の２６６ページ、２６７ページを御覧ください。 

 ５款農林水産業費、４項水産業費、５目海洋深層水事業費でございます。予算現

額１,４３１万１,０００円に対し、支出済額は１,３６１万９,８６９円で、不用額

は６９万１,１３１円でございます。 

 支出済額の主なものとしまして、１０節需用費は、支出済額５９６万９,３７４

円で、光熱水費２７６万２,９６１円は、アクアステーションにおける電気代等で

ございます。 

 １２節委託料は、支出済額６９１万４,８４０円でございます。 

 次ページのほうを御覧ください。 

 主なものとして、取水した海洋深層水に係る水質検査委託料１７６万円、海洋深

層水分水に係る海洋深層水施設機器保守点検業務委託料４６２万円でございます。 

 内容につきまして、担当課長補佐のほうから御説明申し上げます。 

○柳田商工観光課長補佐兼係長  それでは、説明いたします。通知いたします。 

 主要施策の成果及び実績報告書８０ページを御覧ください。 

 海洋深層水事業は、尾鷲海底谷より海洋深層水を取水しており、３大特性を活用

し、水産業の振興を進めるとともに、その他利用の事業者等の開拓を行い、地域経

済の活性化を図ることを目的としております。 

 令和３年度の主な事業内容でございますが、利活用推進といたしまして、お客様

と海洋深層水との距離をより近くするために通信販売事業の組立てを実施し、３月

にはテスト販売を実施いたしました。 

 また、市内事業者様に定期的に分水できる仕組みを構築するため、企業分水モニ

タリング事業を行い、その趣旨に御賛同いただき、今年度から定期的に企業利用し

ていただくことができました。 

 また、取水施設であるアクアステーションに関しましては、適正な運営管理を行

うとともに、昨年度には送水ポンプのオーバーホールを実施し、安定して海洋深層

水を分水することができました。 

 全体事業費といたしましては１,３６２万円。財源内訳は、その他の特定財源と

して深層水の使用料２１８万２,０００円などで、一般財源は１,１３１万１,００

０円となっております。 
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 以上です。 

○森本商工観光課長  決算書の２６８ページ、２６９ページのほうへお戻りくだ

さい。 

 ６款商工費、１項商工費、１目商工総務費につきましては人件費でございますの

で、説明のほうを割愛させていただきます。 

 次ページを御覧ください。 

 ２目商工振興費でございます。予算現額２億４,７８５万円に対し、支出済額は

２億２,４６９万８,８６２円で、不用額は２,３１５万１,１３８円でございます。 

 支出済額の主なものとしましては、１２節委託料、支出済額２億２３３万７,０

００円。商品券発行事業業務委託料で、事業内容といたしましては、尾鷲市地域振

興券及び尾鷲市プレミアム付商品券発行事業でございます。 

 本事業は、地方創生臨時交付金を活用しまして、コロナ禍により影響を受けた市

内経済の活性化を促すことを目的に商品券の発行する業務委託料でございます。不

用額は１,７４４万円で購入見込みを下回ったこと、換金されていないことが発生

したものが原因でございます。 

 １８節負担金、補助及び交付金は、支出済額１,７６４万９,４５７円です。 

 内容としまして、次ページのほうを御覧ください。 

 補助金といたしまして、尾鷲商工会議所及び中小企業相談所補助金３６０万円や、

最下段にございます地方創生臨時交付金を活用した尾鷲市地域経済応援支援金６６

０万３,１７４円、次ページのほうを御覧ください。尾鷲市酒類販売事業者等支援

金１６０万円、尾鷲市地域経済応援支援金１０月分１２５万円でございます。 

 なお、不用額４６５万７,５４３円に関しましては、尾鷲市地域経済応援支援金

８月、９月及び１０月分におきまして、当初予定より申請件数が少なく、予算額に

対し４２４万６,８２６円歳出が少なかったのが原因でございます。 

 内容につきまして、担当のほうから御説明申し上げます。 

○柳田商工観光課長補佐兼係長  それでは、説明いたします。通知いたします。 

 主要施策の成果及び実績報告書８１ページを御覧ください。 

 商工振興事業につきましては、尾鷲商工会議所などと連携し、企業経営の強化支

援や経営支援などを行い、地域経済の活性化を図ることを目的としております。 

 事業としては、保証料補給や利子補給の交付やセーフティーネットの認定作業を

進めるなど、地域企業の安定的な経営への支援を実施するとともに、地方創生臨時

交付金を活用して全市民に１万円の商品券を交付した尾鷲市地域振興券事業、プレ



－１６－ 

ミアム率２０％の尾鷲市プレミアム付商品券事業、また、事業者等への支援といた

しましては、尾鷲よいとこスタンプ会補助金、尾鷲市地域経済応援支援金などを交

付いたしたところです。これらの事業の実施により、コロナ禍に柔軟に対応した事

業を実施することで、事業者の経営安定や企業経営支援を実施することができまし

た。 

 全体事業費といたしましては、２億２,２３８万７,０００円。財源内訳は、その

他の特定財源として地方創生臨時交付金２億９１万８,０００円等で、一般財源は

２,１４１万２,０００円でございました。 

 次に、産業開発促進事業を説明いたします。次ページを御覧ください。 

 産業開発促進事業は、市内事業者の皆さんや関係団体と連携して産業開発を促進

し、新商品の開発などを実施することで業界の発展や地域産品の情報発信に努める

とともに、消費者へのＰＲやマーケティング調査を実施し、地域経済の活性化を図

ることを目的に事業を推進しているところです。 

 昨年度に関しましては、本市、尾鷲商工会議所、紀北信用金庫が連携し、多様な

主体により販路拡大に向けた事業を進めておりました。販路開拓におきましては、

三重テラスなどで物産展を予定しておりましたが、新型コロナウイルス感染症の拡

大に伴い中止となってしまいました。一方で、オンラインでは商品の個別相談や商

談などを実施するとともに、本市へ専門家を招聘しアドバイスをいただくなどの事

業を実施するなど、最終的にはスーパーマーケット・トレードショーに出展し、販

路開拓が行われたものでございます。 

 全体事業費としては２３１万２,０００円。財源内訳は、地方創生推進交付金１

００万６,０００円、一般財源は１３０万６,０００円となっております。 

 説明は以上です。 

○森本商工観光課長  決算書の２７４ページ、２７５ページへお戻りください。 

 次に、３目観光費でございます。予算現額５,３７１万６,０００円に対し、支出

済額は４,４５６万８,９４９円で、不用額は９１４万７,０５１円でございます。 

 支出済額の主なものとしまして、７節報償費４０５万円は、地方創生臨時交付金

を活用し、県が実施するみえ安心おもてなし施設認証制度の普及促進を図るための

本市への集客交流人口の増加を目指し、尾鷲市あんしんみえエリア取得推進応援金

のほうでございます。 

 なお、不用額５９５万円につきましては、予算額として最大認証取得数を計上い

たしましたが、その見込みを下回ったことが要因でございます。 
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 １０節需用費におきましては、支出済額６３８万８,７０４円で、主に観光トイ

レ中１６か所及び光熱水費１７１万２,２９６円、夢古道おわせ観光トイレの修繕

料３８２万６,８４２円でございます。 

 １１節役務費は、支出済額４３２万３,４８８円で、主には観光トイレ等の浄化

槽保守点検等手数料３３１万７,９００円でございます。 

 １２節委託料は、支出済額１,１７６万７,４９５円で、主に観光トイレ管理業務

委託料１２３万６,９９８円及び次ページを御覧いただきまして、夢古道おわせ指

定管理９３４万４,０００円でございます。 

 １４節工事請負費は、支出済額３８８万８,５００円で、夢古道の湯脱衣室系統

空調設備改修工事２２９万９,０００円及び三木里の野鳥の小径看板設置工事１５

８万９,５００円でございます。 

 １８節負担金、補助及び交付金は、支出済額１,３９７万６,１６２円で、主なも

のとしましては、次ページのほうを御覧いただきまして、東紀州地域振興公社負担

金２８０万円。こちらのほうは、国の地方創生推進交付金を活用しまして、東紀州

地域振興公社を中心として５市町が連携し、観光客の誘客等を進めるための観光Ｄ

Ｍの取組に係る負担金でございます。 

 補助金では主なものとしまして、尾鷲観光物産協会補助金９７０万３,４３８円

でございます。 

 なお、不用額１１３万７,８３８円につきましては、コロナ禍により事業計画ど

おり実施できなかった尾鷲節保存会補助金、尾鷲磯釣り大会補助金、尾鷲節コンク

ール補助金の精算によるもの、また、学校宿泊促進事業補助金が見込みより稼働し

なかったことにより生じたものでございます。 

 内容につきましては、係長から御説明申し上げます。 

○世古商工観光課係長  それでは、説明いたします。通知いたします。 

 主要施策の成果及び実績報告書８３ページを御覧ください。 

 観光費に係る観光振興事業、熊野古道活用事業、観光施設管理整備事業の三つに

つきまして、主要施策の成果及び実績報告書により説明させていただきます。 

 観光振興事業につきましては、地域資源を活用しながら観光施設や町なかでの交

流人口の増加と地域活性化を図ることを目的に関係団体と連携して事業を推進して

おります。 

 事業内容といたしましては、三重県観光連盟など関係団体へ負担金を支出すると

ともに、尾鷲観光物産協会などの団体や尾鷲磯釣り大会などのイベントへ補助金を
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交付しております。 

 事業成果といたしましては、三重県が実施するみえ安心おもてなし施設認証制度

の認証取得を推進するため、１件当たり５万円の応援金を支給し、観光事業者３９

件、飲食事業者４２件、合計８１件の認証取得につながりました。 

 尾鷲磯釣り大会については、コロナ禍により１か月ほど早く中止となりましたが、

大会期間中に約１,１００名の方に参加いただきました。 

 また、旅マエにおけるＰＲのため、３６５日連続で熊野古道馬越峠に関連する投

稿を開始しております。事業の開始から９月１日時点でのインスタグラムで４４２

人のフォロワー数の増加があったことを御報告いたします。 

 事業費については、１,８８５万８,０００円でございます。 

 次に、熊野古道活用事業について御説明いたします。 

 ８４ページを御覧ください。 

 熊野古道活用事業につきましては、世界遺産熊野古道を活用したウオーキング大

会の実施やおわせふるさとガイドの活動支援などを行い、熊野古道客の町なかでの

滞留による交流人口の増加とそれに伴う地域経済の活性化を図ることを目的として

おります。 

 事業内容といたしましては、熊野古道客をはじめとする来訪者に観光案内を行う

おわせふるさとガイドの活動支援でございます。 

 事業成果といたしましては、新型コロナウイルス感染症の影響により、おわせ

海・山ツーデーウォークは中止となりましたが、おわせふるさとガイドによる土日

祝日のガイド、観光案内など、熊野古道客の滞在時間の拡大や満足度の向上を図り

ました。新型コロナウイルスの影響により活動期間は約１か月となりましたが、こ

の機会を活用し、ガイドのスキルアップ研修会の開催や地域おこし協力隊への講演

を行いました。 

 事業費は９万２,０００円でございます。 

 続きまして、観光施設管理整備事業について御説明いたします。 

 ８５ページを御覧ください。 

 観光施設管理整備事業につきましては、来訪者の方々に憩いの場を提供するため、

観光受入れ施設の充実を図ることで観光施設や町なかでの滞留による交流人口の増

加と地域経済の活性化を図ることを目的としております。 

 事業内容といたしましては、夢古道おわせの指定管理者制度による適正な管理運

営、設備機器等の修繕、市内観光トイレや公園等の維持管理を行っております。 
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 事業成果といたしましては、夢古道おわせの老朽化した脱衣場の空調設備を改修

いたしました。 

 事業費につきましては、２,５６１万９,０００円でございます。 

 説明は以上でございます。 

○森本商工観光課長  以上で、商工観光課に関する決算の説明とさせていただき

ます。御審議のほど、よろしくお願い申し上げます。 

○村田委員長  議案第５１号に係る商工観光課の予算と決算について説明がござ

いました。 

 この説明について、御質疑ある方の御発言を願いたいと思いますが。 

○南委員  海洋深層水事業なんですけれども、２６８ですか、ページ数で。事業

施策でいくと８０ページで、商工会議所から直営でアクアステーションを運営する

ということで、幾分かは軽減されたんかなというような感じがするんですけれども、

以前から問題になっておりましたＬＤビバレッジさんの問題というのは三、四年経

過するのかなということで、その後全く進展がないように見受けられるんですけれ

ども、ＬＤビバレッジさんとのその後の経緯と経過というんですか、それの報告を

求めたいのと、それと、例えばＬＧビバレッジの背後地ってあるんですよね、まだ、

用地的には。そういったＬＤビバレッジさんが利用されないのであれば違った企業

を誘致してもいいんじゃないかというような声もやや聞こえてきていますので、そ

ういった対策も踏まえて、答えられる範囲でお答えをいただきたいと思います。 

○柳田商工観光課長補佐兼係長  それでは、御質問いただきましたライフドリン

クカンパニー様とのこれまでの経過についてお話しさせていただきます。 

 私ども商工観光課として、ライフドリンクカンパニーの利用が止まってから幾度

となく協議調整のほうを行ってまいりました。私どもが担当になってからでも大体

年に２回ほど現地に赴く、もしくは、コロナ禍の際にはＺｏｏｍ等で協議をさせて

いただいて、先方さんは代表取締役社長が御対応いただく中で、市として、やはり

あそこの産業、尾鷲市としての産業の推進の方法であるとか深層水の重要性を鑑み

て、ぜひ早急に工場のラインを修理して商品を作っていただきたいというお願いを

ずっとしてきているような状況です。 

 それに対して、一応ＬＤＣからの、ライフドリンクカンパニー様からの御回答と

しては、この件に関しては当然重要な案件と考えておると。とはいうものの、やは

り工事改修するに当たっては相当な費用がかかってくるというところで、今後の協

議の課題として捉えさせていただきたいというようなお答えをいただいております。
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ですので、私どもも切れ目なくライフドリンクカンパニー様のほうと協議調整、こ

ちらからの要望、また、新たに何らかの事業を起こす際には、何らかの地域貢献を

含めてお願いできないかなど、協議を進めてまいりたいと考えております。 

 また、背後地の件に関してなんですけれども、現在のところですが、以前のよう

に工業団地を造るというようなところまで、正直まだ今のところ検討はしておりま

せん。一方で、アクアステーションの隣地にございます水産農林課が持っていると

ころに関しては、今、プロポーザルにおいて事業のほうを進めております。また、

海洋深層水を御利用したいという事業者様も一定おみえになることは私どもも分か

っておりますので、そういったところと連携して何らかの事業を進めていければと

いうことは考えております。 

 以上です。 

○南委員  ドリンクカンパニーのほうは年２回役員さんとお話をされているとい

うことなんですけれども、結果が見えていないですよね、全く。何か見通しがほし

いなと思って。かといって送水管に基本料金をかけるような遡及した条例もつくる

ことができないということで、市としても手だてが八方塞がりになっておるんです

けれども、ただ、一つのメリットとしたら、やはり雇用促進になってくれておると

いうのがもう一つの大きな理由なんですけれども、できるだけ気長にではなしに、

やはりある程度の結論を出す時期じゃないかなという感じがするんですけれども、

続けて交渉には臨んでいただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 以上です。 

○森本商工観光課長  切れ目ない交渉を続けてまいりました。御意見のとおり、

私どもの尾鷲市としての要望をしっかりと受け止めていただけるよう、これからも

取り組んでまいります。 

○中村委員  熊野古道水についてなんですけれども、地域に対する説明ではペッ

トボトルの洗浄に使うという説明があったので、ところが実際には飲料水として売

られているんですよね。これについても、当初どういう契約をされたんですか。お

伺いします。 

○柳田商工観光課長補佐兼係長  熊野古道水、今、ライフドリンクカンパニーさ

んが作られとるものに関して、今は井戸水を利用されておるというふうに聞いてお

るんですが、大変申し訳ございません。当初の契約等の部分に関しては、ごめんな

さい、資料を手持ちでございませんので今明確にお答えすることはできないんです

が、井戸を掘ること等に関しては一応許認可等はなかったかとは思うんですが、現



－２１－ 

実、今そちらのほうを使われて商品を作られておるというような状況でございます。 

○中村委員  井戸を掘るのは別に許可として分かりますよ。でも、水ですからね。

分かりました。当初の契約書を１回見せていただきたいので、ぜひ、委員長、出す

ように指示していただけますか。 

○村田委員長  当初の契約書、また後でお示しをいただきたいと思います。 

○柳田商工観光課長補佐兼係長  工業団地を立地したときの協定がたしかあった

かと思いますので、それをまたお届けする形で通知のほうをさせていただきます。

よろしくお願いします。 

○中村委員  それでは、８３ページの熊野古道の湯の入浴料の負担金ってあるん

ですけれども、これは普通の人が入浴するのに少し安くなっているということの理

解でいいですか。もしそうやったら、１人当たり幾らぐらい安くなっているのか教

えていただきたいんですけど。 

○世古商工観光課係長  こちらは、以前観光大使の方に名刺を配らせていただい

たところ、その名刺に熊野古道の入浴券をつけて配布させていただいておりました。

その名刺を観光大使の方から受け取っていただいた方がそれを利用されるとこちら

で負担させていただくというような内容になっておりまして、その当時、このとき

は６５０円でしたので、６５０円分の負担金ということで上がってきています。 

○中村委員  去年、これはどれぐらいの枚数が使われたのか教えていただけます

か。 

○世古商工観光課係長  昨年は１枚だったと記憶しております。 

○中村委員  これは、継続して今も行われているんですか。 

○世古商工観光課係長  現在はもうやっておりません。配布をしておりません。

現在はもう配布をしていなくて、過去に配られたものが使われているという状況で

ございます。 

○中村委員  それでは、８５ページの観光トイレの管理業務委託の内訳を教えて

いただけますか。どこの場所に幾らの管理業務をされているか。 

○世古商工観光課係長  対象の箇所ですけれども、尾鷲駅前の公衆トイレ、黒の

浜の公衆便所、駅前のビジターセンターの公衆便所、それから、向井の八鬼山入口

の公衆便所でございます。 

○中村委員  すみません。金額の内訳も教えていただけますか。 

○世古商工観光課係長  計４か所で６３万８,０００円になっておりますが、今、

すみません、手元に詳細な資料を持っていませんので、申し訳ございません。 
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○村田委員長  後ほどまた中村委員のほうに示してください。 

○中村委員  すみません。これ、三木里とかは観光ではないんですか、入ってな

いんです。 

○森本商工観光課長  こちらのほうに関しましては、三木里の観光トイレという

形で別に契約のほうをさせていただいているところでございます。 

○中村委員  その６３万８,０００円の中には入っていないんですか、別だてです

か。 

○森本商工観光課長  別に契約させていただいております。 

○中村委員  別のところは何か所ありますか。この６３万８,０００円に入ってな

い場所。 

○世古商工観光課係長  順番に申し上げます。馬越公園のトイレ、三木里海水浴

場の二つのトイレ、コミュニティーセンターのところの二つのトイレ、名柄一里塚

のトイレ、野鳥の小径のトイレ、賀田の観光トイレ、それから、三木浦マリンパー

クのトイレでございます。 

○中村委員  総額で幾らですか。 

○世古商工観光課係長  総額およそ２００万ほどです。 

○中村委員  すみません。また内訳を後でお示しください。 

 以上です。 

○西川委員  ２７７ページの夢古道の指定管理料、これ、９３４万幾らと見てい

ますよね。こっちの企業実績のほうの８５ページで、夢古道おわせの空調改修工事、

夢古道の湯各所設備機部品取替え修繕、それと、この前サウナを修理しましたよね。

一体熊野古道の湯にトータルどれだけ使っていますか。 

○森本商工観光課長  指定管理料といたしまして９３４万４,０００円させていた

だいておるのに加えまして、市の会計のほうから修繕費として３３４万８,９５０

円させていただいております。空調設備に関しましては、先ほど工事のほうで申し

上げたとおりの数字でございます。 

○西川委員  これ、指定管理料からできやんの。全部修理は尾鷲が別途で持つと

いうことなん。 

○森本商工観光課長  １件１０万円を超える部分についての修繕等に関しまして

は指定管理者との協議になっておりまして、先ほどの修繕に関しまして、工事に関

しまして、こちらは市のほうでさせていただいたところでございます。基本的には

協議なんですけれども、大きな修繕に関しましては、工事に関しましても市の会計
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でさせていただきまして、先日のサウナの修理のほうでございますが、こちらも市

のほうでさせていただいたという経緯でございます。 

○西川委員  協議する前からもう尾鷲がするんでしょうね、それだったら。結局

どっちも全部尾鷲がやっておるんでしょう。 

○森本商工観光課長  結果的には市のほうでやらせていただいていますが、修理

に関しましては、報告が当然あってございます。こちらのほうが壊れた、こちらの

不具合が生じているというような中で、協定に基づきましてこういう状況になって

おりますので、市のほうでさせていただくというような経緯になっております。 

○西川委員  じゃ、苦情は聞くけどお金は尾鷲が払うと。協議っていいますか、

それ。 

○森本商工観光課長  基本的には協議させていただいた上で、過去からさせてい

ただいているところでございますので、申し訳ございませんが、よろしくお願いい

たします。 

○中村委員  それでは、２７９ページについてちょっとお伺いしたいんですけれ

ども、東紀州地域振興公社負担金２８０万というのは、これは基本人件費ですか。 

○森本商工観光課長  こちらに関しましては、５市町の連携のほうでさせていた

だいております。総額としまして１,６８０万円、５市町のほうでさせていただい

ていまして、本市の負担分は２８０万円でございます。 

 内容としましては、令和３年度に関しましてはマーケティング調査させていただ

いた中で、データの分析の資料とするようなこと。あと、プロモーション動画の作

成、あと、ツアーの醸成とかいったものでさせていただいているところでございま

す。 

○中村委員  ありがとうございます。 

 それと、同じページの尾鷲観光物産協会の９７０万というのは、これは返礼品の

委託事業ですか。 

○森本商工観光課長  こちらの補助に関しましては観光事業に対してのものでご

ざいまして、ふるさと納税の返礼品の部分は物産事業のほうに、自主事業のほうに

当たっているというふうに思っております。観光事業に対しての補助でございます。 

○中村委員  この観光事業の成果はなんですか。 

○森本商工観光課長  こちらのほうは環境整備、いわゆる観光スポットの現地確

認といったこととか情報収集、いわゆる職員として今後進めていくべき観光情報の

セミナーの参加とか情報発信事業、こちらのほうは観光案内のパンフレットを取り
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まとめ、また、いわゆるＨＯＴセンターでの案内のほか、また、地域イベントの通

じての観光と物産の振興に対してのイベントの参加という形で補助のほうを出して、

事業として報告はいただいております。 

○中村委員  すみません。後でまた成果品を見せていただけたらありがたいです。 

○森本商工観光課長  報告させていただきます。 

○中里委員  主要施策の８３ページで、先ほど中村委員がおっしゃっていた入浴

料の割引のものなんですけど、こちら、おっしゃっていたら申し訳ないんですけれ

ども、いつ何枚配っていただいたか。 

○森本商工観光課長  手元のほうにすぐ出ませんので、御報告させていただいて

よろしいでしょうか。先ほど申し上げたとおり、６５１枚の実績でございました。 

○中里委員  後でまた教えてください。 

 次に、主要施策の８１ページの事業の内容で、よいとこスタンプなんですけれど

も、こちらの今の現状というか、どれだけ何をされているのか教えていただけます

か。 

○柳田商工観光課長補佐兼係長  尾鷲よいとこスタンプの事業について御報告差

し上げます。 

 今回御報告させていただきました事業のほうでございますが、こちらのほうは国

の交付金を利用させていただいて補助金を交付しております。 

 主に内容といたしましては、商品券事業と同時期にポイント２倍デーというもの

を実施していただきまして、より多くの方に地域の事業者様で御購入いただく。ま

た、よいとこスタンプの会により多くの事業者が参加していただくというようなと

ころへの助力という形で補助金を出してございます。 

 現在のところ、尾鷲の中では４７店舗、この事業に御参加、同意いただいて加入

していただいておるような状況で、コロナ禍になってからこういった補助事業があ

るということもありまして、新たに事業者様のほうがよいとこスタンプのほうに加

入されたというような実績も生まれております。 

 今年度に関しましては、ガラガラ抽せん会のほうを野地町の児童公園で行われた

り、この後、中央公民館のほうでも抽せん会を実施するなど、活発に事業のほうは

進められて、地域商業の発展に寄与されているということでございます。 

 以上です。 

○中里委員  この補助金が１００万ちょっとだと思ったんですが、それが全部国

からの補助金ということで。 
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○柳田商工観光課長補佐兼係長  ポイント２倍デーに係る事業費でございます。

全て１１０何万がそのポイント２倍デーの中で使われたと、金額に関しては１１８

万４,０１２円でございます。 

 以上です。 

○濵中副委員長  深層水のアクアステーションへの学校利用の回数などは出てお

りますでしょうか。 

○柳田商工観光課長補佐兼係長  体験学習で、昨年、一昨年とかなり多くの学校

からおみえになっております。 

 内容といたしましては、三重県内が非常に多くございました。令和３年におきま

しては全体で９校、人数にいたしまして２０１名という形でございます。その前、

令和２年は６校でございましたが５６２名ということで人は多かったんですけれど

も、令和２年の時点で５００名受け入れたときに正直少し多過ぎたと、密になって

しまうというようなこともございまして、今回ちょっと人数を絞った形で２０１名

ということでございます。 

 以上です。 

○濵中副委員長  外から来ていただいて深層水の知名度アップということも大事

ですし、あと、ふるさと学習の観点から言いますと、地域の子が自分たちで海洋深

層水のある町に住んでいるということが自負できるような、そんな流れの中の利用

できる施設の一つかなと思いますので、どんどん教育委員会と連携を取っていただ

いて、子供たちに深層水の存在、それから、その説明を子供たちができるぐらいの

ＰＲ力をつけていただく、一端を担っていただきたいと思いますので。 

 今年度も動いていますよね、学校利用は。その辺りをちょっと、今年の流れ、お

願いします。 

○柳田商工観光課長補佐兼係長  今年なんですけれども、実はまだ受入れのほう

がされていないような状況です。コロナ禍も少し落ち着いたと言いますが、いろい

ろと社会的なコロナに対する方向性といいますか、考え方も変わってきた中で、地

域内へのというのはちょっと少なくなっているということ。 

 ただ、一方で学校ということではないんですけれども、わんぱくのほうがこちら

を利用して体験していただいたりということもございますので、幅広く、学校だけ

ではなくいろいろな個人を含めて地域、尾鷲の産業、尾鷲の深層水を見ていただけ

るような仕掛けというものも今後も続けていきたいと考えております。 

○村田委員長  いいですか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○村田委員長  それでは、商工観光課の審査を終わります。 

 ここで昼食のため休憩をいたします。午後の再開は１時からといたします。休憩

いたします。 

（休憩 午前１１時２８分） 

 

（再開 午後 ０時５８分） 

○村田委員長  委員会を再開いたします。 

 次に、議案第５１号の尾鷲市一般会計の歳入歳出決算について、建設課に係る説

明をお願いしたいと思います。 

○塩津建設課長  建設課でございます。よろしくお願いいたします。 

 それでは、議案第５１号、令和３年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定につい

てのうち、建設課に係る歳出決算について説明いたします。通知をいたします。 

 決算書の２３８、２３９ページを御覧ください。 

 ４款衛生費、４項下水道費、１目下水道整備費で、予算額７５９万４,０００円

に対しまして、支出済額７３７万２,７８７円で、不用額２２万１,２１３円です。 

 内訳は、１０節需用費の支出済額が１１３万４,１００円です。内容は、市内下

水道の修繕料８件分となります。 

 １１節役務費の支出済額が８６万８,４８７円です。内容は、市内下水道の清掃

に係る手数料８件分です。 

 １２節委託料の支出済額が１２１万円です。内容は、市内下水道の清掃調査業務

の委託料です。 

 １４節工事請負費の支出済額が４１６万２００円です。内容は、中川・矢の浜幹

線下水路の浚渫工事費です。 

 通知をいたします。決算書の２７８、２７９ページを御覧ください。 

 ７款土木費、１項土木管理費、１目土木総務費で、予算額３,８２７万７,０００

円に対しまして、支出済額３,７１５万８,４０１円で、不用額１１１万８,５９９

円です。 

 内訳は、１節報酬の支出済額ゼロ円です。これは、尾鷲湾濁水問題協議会開催に

係る報償費２名分を予算計上しておりましたが、令和３年度、開催がございません

でしたので、２万７,０００円が不用額となっております。 

 次のページを御覧ください。 
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 ８節旅費の支出済額が７万８,５２０円で、不用額３７万７,４８０円です。これ

は、尾鷲市幹線道路建設促進同盟会などの要望活動に係る普通旅費として計上して

おりましたが、新型コロナウイルスの感染拡大に伴い東京への要望活動が中止とな

ったため、不用額が生じたものであります。 

 １０節需用費の支出済額が７２万１,５０７円です。主な内容は、消耗品費の購

入費です。 

 １１節役務費の支出済額が１５万４,７５４円です。主な内容は、通信運搬費６

万６,８４４円です。 

 １２節委託料の支出済額が５１７万円です。内容は地籍調査業務委託料で、事業

の詳細につきましては、後ほど担当より説明いたします。 

 １３節使用料及び賃借料の支出済額が１２９万２,２９６円です。内容は、複合

機使用料４４万７,７１６円、土木積算システム利用料８４万４,５８０円です。 

 次の２８２、２８３ページを御覧ください。 

 １８節負担金、補助及び交付金の支出済額２３７万８,０００円です。主な内容

は、紀勢自動車道建設促進三重県期成同盟会会費２８万円、三重県社会基盤整備協

会会費９６万５,０００円。次のページを御覧ください。一般国道４２号熊野尾鷲

道路（Ⅱ期）開通式典等実行委員会負担金９０万円、その他、各協会、協議会、同

盟会への会費及び負担金となっております。 

 ２６節公課費の支出済額が３万７,８００円です。内容は、建設課管理の公用車

車検に伴う自動車重量税でございます。 

 それでは、地域調査業務委託料の詳細につきまして、担当課長補佐より説明いた

します。 

○山中建設課長補佐兼係長  それでは、地籍調査事業について御説明をさせてい

ただきます。通知をいたします。 

 事業名は、地籍調査事業です。事業の内容の主なものといたしまして、委託料５

１７万円です。 

 事業の成果につきまして、天満地区のうち、古里ノ上において、細部図根測量、

一筆地調査、原図作成等を実施しました。財源内訳は、県支出金の地籍調査補助金

３９２万７,０００円、一般財源１３５万円でございます。 

 地籍調査の説明は以上でございます。 

○塩津建設課長  それでは、再度通知をさせていただきます。決算書の２８４、

２８５ページを御覧ください。 
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 ２項道路橋梁費、１目道路橋梁総務費で、予算額１,９８６万４,０００円に対し、

支出済額１,９２３万８,１１７円、不用額６２万５,８８３円です。内訳は、１０

節需用費の支出済額が１０５万９,３６７円です。主な内容は、光熱水費６１万２

３７円で、これは、都市計画道路の街路灯などの電気代となっております。 

 １２節委託料の支出済額が２１２万３,０００円です。内容は、道路台帳更新業

務の委託料でございます。 

 １３節使用料及び賃借料の支出済額が２２万７,７６６円です。これは、国道４

２号地下道の防犯カメラ回線使用料でございます。 

 次のページを御覧ください。 

 続きまして、２目道路維持費で、予算額１億７,１３３万８,０００円に対しまし

て、支出済額１億２,０３６万６,９９４円、繰越明許費５,０８０万円、不用額１

７万１,００６円です。内訳は、１０節需用費の支出済額が７９３万４００円です。

主な内容は、修繕料７８３万１,３７６円で、これは、市内各所の道路修繕料４４

件分でございます。 

 １１節役務費の支出済額が７８０万８,９９４円です。内容は、道路除草作業手

数料が５１８万５３円で、道路の除草作業５７件分となっております。 

 １２節委託料の支出済額が４８万４,０００円で、繰越明許費が１００万円です。

内容は、橋梁長寿命化修繕事業に伴う積算業務委託料です。繰越明許費は、防災・

減災国土強靱化のための５か年加速化対策による補正予算により、梶賀第一トンネ

ル修繕工事において国からの交付金が増額となったため、積算業務委託料としての

１００万円であります。 

 １４節工事請負費の支出済額が１億４１４万３,６００円、繰越明許費４,９８０

万円でございます。内容は、市内各所の舗装工事及びＪＲ跨線橋上岡第一陸橋ほか

４橋の橋梁修繕工事、梶賀第一トンネルの修繕工事でございます。繰越明許費につ

きましては、１２節の委託料と同様、防災・減災国土強靱化ための５か年加速化対

策による補正予算により梶賀第一トンネル修繕工事の交付金が増額となったための

工事費としての４,９８０万円であります。 

 道路維持事業の詳細につきましては、担当主幹より説明いたします。 

○岡田建設課主幹兼係長  それでは、御説明させていただきます。 

 通知いたします。主要施策の成果及び実績報告書の８７ページを御覧ください。 

 事業名、道路維持事業の目的は、老朽化している道路橋の維持管理を行うととも

に、道路の局部的な修繕や舗装の改良、清掃、除草作業を実施し、地域の道路網の
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安全性、信頼性を確保することを目的とするものでございます。 

 事業内容は先ほど課長が説明したとおりとなりますので、割愛させていただきま

す。 

 事業成果は、老朽化する道路橋、ＪＲ跨線橋及びトンネルについて、優先順位を

考慮しながら計画的に修繕工事を実施し、地域の道路網の安全性、信頼性の向上を

図りました。 

 財源内訳は、事業費１億２,０３６万７,０００円のうち、国庫支出金５,１７９

万３,０００円。これは、防災安全交付金及び社会資本整備総合交付金です。一般

財源が１,３０２万９,０００円、その他特定財源としまして５,５５４万５,０００

円、その他特定財源の内訳としまして、道路等占用料７５７万２,０００円、水道

管埋設に伴う舗装復旧金２７万３,０００円、ふるさと応援基金繰入金１,０００万

円、橋梁整備事業債２,７９０万円、梶賀第一トンネル修繕事業債として９８０万

円であります。 

 説明は以上となります。 

○塩津建設課長  それでは、通知をいたします。決算書の２８６ページ、２８７

ページを御覧ください。 

 ３目道路新設改良費で、予算額５,８００万円に対しまして、支出済額５,７９９

万５,３００円、不用額４,７００円です。内訳は、１０節需用費の支出済額が１,

９８７万７,０００円です。内容は、市内各所の道路及び側溝等の修繕料で、１１

４件分でございます。 

 １４節工事請負費の支出済額が３,８１１万８,３００円です。内容は、野地町地

内道路改良工事ほか６件でございます。 

 市道改良事業の詳細につきまして、担当主幹より説明いたします。 

○岡田建設課主幹兼係長  それでは、説明させていただきます。通知いたします。 

 主要施策の成果及び実績報告書の８８ページを御覧ください。 

 事業名、市道改良事業。事業の目的は、建設課にて管理する道路施設について、

道路パトロールや住民からの要望に基づき、市道の機能改善及び改良工事を適切に

推進し、安全安心な市民の利用を図るものでございます。 

 事業内容は先ほど課長が説明したとおりとなりますので、割愛させていただきま

す。 

 事業成果は、市道での車両等による走行安全や側溝整備による道路排水機能の改

善を進めることで安心安全な道路利用を図ることができました。令和３年度の主た
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る内容は、名古上ノ山線道路改良工事をはじめとして市内各所の道路改良工事を実

施し、通行の確保を推進いたしました。 

 財源内訳は、事業費５,７９９万５,０００円のうち、一般財源が１,２４９万５,

０００円、その他特定財源としまして、ふるさと応援基金繰入金１,０００万円、

道路改良事業債３,５５０万円であります。 

 説明は以上となります。 

○塩津建設課長  それでは、通知をいたします。決算書の２８６、２８７ページ

を御覧ください。 

 続きまして、河川費でございます。３項河川費、１目河川総務費で、予算額１,

０２３万円に対しまして、支出済額９６３万３,７７５円、不用額５９万６,２２５

円です。内訳は、１０節需用費の支出済額が３１８万５,６００円です。内容は、

河川及び護岸等の修繕料２３件分です。 

 １１節役務費の支出済額が２４９万８,８７５円です。内容は、河川除草作業手

数料１４件分でございます。 

 １４節工事請負費の支出済額が３９１万９,３００円で、不用額は５８万７００

円です。内容は、太田川河川改修工事でございます。不用額の生じた主な理由とし

ましては、河川改修工事の入札差金が生じたためであります。 

 １８節負担金、補助及び交付金の支出済額が３万円です。内容は、全国海岸協会

の会費でございます。 

 続きまして、２目砂防費で、予算額２,９６６万３,０００円に対しまして、支出

済額１,７２２万２,４００円、繰越明許費１,２４４万円です。 

 次のページを御覧ください。 

 内訳は、１８節負担金、補助及び交付金で、県が実施する急傾斜地崩壊対策事業

の地元負担金でございます。内容は、宮ノ上地区、九鬼２地区、坂場４地区の急傾

斜地崩壊対策事業費の地元負担金であります。繰越明許費は、宮ノ上地区、坂場４

地区における急傾斜地崩壊対策事業の負担金であります。 

 続きまして、港湾費でございます。４項港湾費、１目港湾管理費で、予算額１,

２１０万５,０００円に対しまして、支出済額１,１７０万１８８円、不用額４０万

４,８１２円です。内訳は、１０節需用費の支出済額が２１６万７,２４２円です。

主な内容は、光熱水費１６６万５４２円で、これは、建設課で管理しております港

湾トイレの６か所分の電気代及び水道代でございます。 

 １１節役務費の市済額が３０１万２,７１６円です。主な内容は、浄化槽保守点
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検等手数料２９５万７,９００円で、港湾トイレ６か所分の保守点検料となります。 

 １２節委託料の支出済額が５８４万４,６３０円です。主な内容は、尾鷲港港湾

施設清掃業務委託料１６６万１,０００円、尾鷲市海岸清掃業務委託料２８３万８,

０００円で、その他、港湾トイレの清掃業務及び船舶給水作業の委託料でございま

す。 

 次に、２９０、２９１ページを御覧ください。 

 １８節負担金、補助及び交付金の支出済額が６７万５,６００円です。主な内容

は、尾鷲港湾海岸施設維持補修費負担金５６万７,６００円でございます。 

 続きまして、都市計画費でございます。５項都市計画費、１目都市計画総務費で、

予算額２,６７５万８,０００円に対し、支出済額２,６３７万７,５２４円、不用額

３８万４７６円です。内訳は、１節報酬の支出済額が２０万４,６００円です。こ

れは、都市計画審議会の委員報酬でございます。 

 次のページを御覧ください。 

 ８節旅費の支出済額が３万８,０００円です。これは、都市計画審議会委員の旅

費であります。 

 １０節需用費の支出済額が２２万６,７６６円です。内容は消耗品費で、坂場銀

杏町線の花壇の肥料及び苗木の購入費となっております。 

 １１節役務費の支出済額が９,４６０円です。内容は、通信運搬費です。 

 １２節委託料の支出済額が１,１９７万９,０００円です。内容は、尾鷲市都市計

画マスタープラン見直し策定業務委託料でございます。 

 １８節負担金、補助及び交付金の支出済額が２万８,０００円です。内容は、都

市計画協会の負担金でございます。 

 続きまして、２目街路事業費で、予算額５,０９９万１,０００円に対しまして、

支出済額５,０８２万９,７３６円、不用額１６万１,２６４円です。内訳は、１０

節需用費の支出済額が２６１万９,６０６円です。主な内容は、修繕料２５９万３,

６９０円で、これは、都市計画道路の舗装や側溝、街路灯などの修繕２１件分でご

ざいます。 

 １１節役務費の支出済額が７６万８,８８８円です。内容は、都市計画道路の修

繕等手数料１７件分でございます。 

 １４節工事請負費の支出済額が１,２９９万７,６００円です。内容は、尾鷲港新

田線の舗装改良工事でございます。 

 次のページを御覧ください。 
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 １８節負担金、補助及び交付金の支出済額が２,８８３万３,３３３円です。内容

は、県が実施します尾鷲港新田線街路事業の地元負担金で、補償鑑定費や用地費、

建物補償費に係る負担金でございます。 

 それでは、街路整備事業の詳細につきまして、担当主幹より説明いたします。 

○岡田建設課主幹兼係長  それでは、説明させていただきます。通知いたします。 

 主要施策の成果及び実績報告書の８９ページを御覧ください。 

 事業名、一般街路整備事業。事業目的としましては、本市の都市計画道路におい

て、補修が必要な個所の修繕対応など維持管理を行い、事業認可を受けたことによ

る尾鷲港新田線の舗装改良工事を長期計画的に推進することにより安心安全な市民

の利用を図るとともに、県事業として推進される尾鷲港新田線整備事業への連携及

び協力を行い、早期完成することを目的とするものでございます。 

 事業内容は先ほど課長が説明したとおりですので、割愛させていただきます。 

 事業成果は、平成３０年度に都市計画道路尾鷲港新田線歩車道舗装工事の都市計

画事業認可を受けたことにより計画的に維持管理を進めることが可能となり、今後

も引き続き、安全性、信頼性の向上を図っていきたい。 

 財源内訳は、事業費４,５２１万９,０００円のうち、一般財源が３,５２１万９,

０００円で、その他、特定財源としまして、都市計画事業基金繰入金１,０００万

円であります。 

 説明は以上となります。 

○塩津建設課長  通知をいたします。決算書の２９４、２９５ページを御覧くだ

さい。 

 ３目公園費でございます。予算額１,３３１万円に対しまして、支出済額１,２２

８万９,９６０円、不用額１０２万４０円です。 

 内訳は、１０節需用費の支出済額が１２８万８,４５０円です。主な内容は、修

繕料を９９万４,９４５円で、公園の遊具などの修繕料となります。 

 １１節役務費の支出済額が１０５万７,４１０円です。主な内容は、浄化槽保守

点検等手数料４６万５,３５０円と樹木剪定・除草手数料４４４万４,６６０円です。 

 １２節委託料の支出済額が９０８万８,２００円です。主な内容は、立木伐採業

務委託料５７２万円で、これは、中村山公園をはじめとした市内の都市公園におい

て、危険木や景観上支障のある樹木の伐採及び小学生を対象とした森林教育を実施

したものであります。 

 １４節工事請負費の支出済額が８２万３,９００円です。内容としましては、公
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園遊具の撤去工事費で、中村山公園の遊具のうち、点検により危険と判断された遊

具１１基を撤去したものでございます。 

 次のページを御覧ください。 

 １５節原材料費の支出済額が３万２,０００円です。内容は、テニスコート整備

に係る砂の購入費でございます。 

 続きまして、住宅費でございます。６項住宅費、１目住宅管理費で、予算額３,

０３３万６,０００円に対しまして、支出済額２,９０７万５,８１０円、不用額１

２６万１９０円です。 

 内訳は、９節旅費の支出済額がゼロ円でございます。これは、講習会への参加の

ための普通旅費で、新型コロナウイルスの感染拡大に伴い中止となったため、不執

行となったものでございます。 

 １０節需用費の支出済額が３３６万５,８７２円です。主な内容は、修繕料３２

２万３,９１７円で、これは、市営住宅の修繕５０件分でございます。 

 １１節役務費の支出済額が５４万２,８８７円です。主な内容は、市営住宅の除

草作業手数料でございます。 

 次のページを御覧ください。 

 １２節委託料の支出済額が１４９万９,０００円です。内容は、住宅・建築物耐

震診断業務委託料３０件分でございます。 

 １３節使用料及び賃借料の支出済額が５万５,０００円です。内容は、ソフトウ

エアの使用料でございます。 

 １８節負担金、補助及び交付金の支出済額が４９４万７,０００円です。内容は、

避難路沿道建築物の耐震診断補助金１９８万円及び木造住宅耐震補強等補助金２９

６万７,０００円です。 

 それでは、住宅耐震診断等事業につきまして、担当主幹より説明いたします。 

○上村建設課主幹兼係長  それでは、説明いたします。通知します。 

 事業名は、住宅耐震診断等事業です。事業の目的は、地震防災対策の充実を図る

ため、住宅の地震による被害の軽減を図るものであります。 

 次に、事業成果につきまして、昨年度は３０件の木造住宅が耐震診断を受け、２

件が耐震補強設計及び耐震補強工事を行い、１件の解体を行いました。 

 事業成果としては、平成１５年度の事業開始から累積で１,２６４件の木造住宅

が耐震診断を受けたことになります。 

 財源内訳は、事業費４４６万６,０００円のうち、国庫支出金１８５万１,０００
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円、県支出金１４８万５,０００円、一般財源１１３万円となっております。 

 説明は以上です。 

○塩津建設課長  それでは、通知させていただきます。決算書の３５４、３５５

ページを御覧ください。よろしいでしょうか。 

 １０款災害復旧費、２項公共土木施設災害復旧費、１目現年発生公共土木施設災

害復旧費で、予算額１００万円に対しまして、支出済額ゼロ円、不用額１００万円

でございます。 

 次の３５６、３５７ページを御覧ください。 

 内訳は、１４節工事請負費の支出済額がゼロ円です。これは、災害復旧工事がな

かったためでございます。 

 議案第５１号、令和３年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定についての建設課

に係る説明は以上でございます。よろしく御審議賜り、御承認いただきますようお

願い申し上げます。 

○村田委員長  以上が建設課の決算に係る説明でございました。 

 御質疑がございましたら御発言願いたいと思います。 

○南委員  決算書の２８５ページの一般国道熊野尾鷲道路のⅡ期の開通実行委員

会の負担金の９０万ですけど、これは昨年の８月２９日に供用開始したあれやと思

うんですね。最終的に開通式はやらなかったですよね。この準備までにかかった費

用の負担なんですか、これ。そこら辺だけ。 

○山中建設課長補佐兼係長  南委員からの御質問ですが、９０万円の負担金をい

ただきました。実質的に尾鷲市からの負担金で使った部分に関しまして、３９万６,

０５１円ということでしたので、差額の５０万３,９５７円に関しましては、尾鷲

市の雑入として今年度返金をさせていただいております。 

○南委員  この９０万中３９万使ったということですか。 

○山中建設課長補佐兼係長  おっしゃるとおりです。 

 もともとが紀勢自動車道建設促進三重県期成同盟会から９０万円の負担金、熊野

尾鷲道路建設促進同盟会から１９万４,７００円の負担金、尾鷲市から９０万の負

担金で、１９９万４,７８０円で当初事業を行おうとしておりました。ただ、先ほ

ど委員がおっしゃられたようにコロナの蔓延もありまして、開通式典、あるいはそ

れに伴うイベント等が開催できなかったことから、準備にかかる予算としまして１

４０万９,７５１円総額として必要となりました。これについては、事前に高速道

路の開通を祝うのぼりであったりとか横断幕、三重県あるいは尾鷲市、熊野市の役
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場のほうに計上させていただいた横断等の費用、あと、来場者の方にお配りする予

定であった記念品、あと、小学生の子供さんたちに書いていただく未来の尾鷲、あ

るいは未来の熊野、尾鷲道路という形で書いていただいた絵にかかる費用、あるい

はそれに伴う御礼と品等が実費としてかかっており、それに残った金額の５０万３,

９５７円が尾鷲市のほうへ先日雑入として入れさせていただいた次第でございます。 

○村田委員長  だから、３９万については今説明のあったように使いましたとい

うことでしょう。 

 他にございませんか。 

○中村委員  ８６ページの実績報告書の中の地籍調査のパーセントを教えていた

だきたいんですよ。尾鷲市全域で今地籍調査が終わっている面積のパーセントはど

れだけですか。 

○塩津建設課長  令和３年度の地籍調査の研究資料の数字でございますが、尾鷲

市全体で実施済みの面積が３.２２キロ平方メートルで、調査対象面積が１６５.０

２キロ平方メートルですので、約２％の進捗となっております。 

○中村委員  尾鷲市として、これを１００％にするのに何年とかという計画って

お持ちですか。 

○塩津建設課長  １００％にするまでというとかなりの年数がかかると思います。

そういう計画については、まだ現在、全体的な計画に移ってございません。 

 以上です。 

○中村委員  事前復興の基本やと思うんですけれども、ぜひ計画をつくっていた

だきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 それと、決算書の２８５ページの自転車を活用したまちづくりを推進する全国市

区町村長の会に会費を払っておられるんですけれども、これに関した事業って何か

されていますか。 

○山中建設課長補佐兼係長  これにつきまして、全国市区町村会の会費のほかに

現在紀勢国道事務所さんのほうと一緒になって尾鷲市、あるいは東紀州地域全体で

の自転車の活用計画の案を検討しているところでございます。 

○中村委員  その成果品はいつ頃出ますか。 

○山中建設課長補佐兼係長  すみません。成果品というか、現在検討段階で、こ

れを紀勢国道さん等とともに検討している段階ですので、成果品というものまでち

ょっとまだ行かない状態です。 

○中村委員  成果品がもし出たら見せていただきたいと思います。 
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 それでは、２８９ページの委託料の賀田のトイレと三木里、それから、尾鷲港の

トイレの委託料の差は何を起因としていますか。 

○塩津建設課長  まず、賀田の公衆トイレは１件でございます。三木里が３件、

尾鷲港のほうが全部で４件ございまして、数の違いでございます。 

○中村委員  数で１件やと２６万で、３件やと３５万で、４件やと５６万という

ことですか。 

○岡田建設課主幹兼係長  １件１件という金額で積算しているのではなくて、全

て見積書をいただいて、それで、これでできるのかということを協議して、これで

予算化します。 

○中村委員  ありがとうございます。 

 それでは、港湾施設清掃業務の内訳というのか、何についての港湾施設なのか教

えていただけますか。 

○岡田建設課主幹兼係長  港湾施設の海岸清掃業務委託でよろしいでしょうか。 

○中村委員  海岸と二つ、両方ともお答えいただけませんか。 

○岡田建設課主幹兼係長  尾鷲港湾施設清掃業務の委託については、台風などに

よって尾鷲港の中に漂流して港に打ち上げられる塵芥を全て清掃するという形にな

ります。同じく尾鷲市海岸清掃業務委託もそうで、三木里港、三木里海岸に打ち上

げられる塵芥の処分になります。 

○中村委員  ２９５ページの中村山の立木伐採とその管理委託が別になっている

んですけれども、この管理委託は毎年出される費用ですか。 

○山中建設課長補佐兼係長  中村山公園の管理委託料は毎年委託をしてもらって

いる分になります。 

○中村委員  すみません、内訳を教えていただけますか。 

○山中建設課長補佐兼係長  中村山公園他管理委託料につきましては、金額のと

おり２１４万５,０００円で、尾鷲市シルバー人材センターのほうへ委託をしてお

ります。内容としましては、中村山公園、野地町駅前児童公園、北浦児童公園、大

曽根公園、矢の浜公園の園内の清掃、ごみ収集及び施設清掃を毎月と、矢の浜公園

の草刈り及び剪定を年２回ということになっております。 

○村田委員長  よろしいですか。他にございませんか。 

 西川委員、いいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○村田委員長  それでは、ないようでありますので、建設課の審査を終わります。 
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 ちょっと早いんですが、１０分間休憩します。 

（休憩 午後 １時３４分） 

 

（再開 午後 １時４１分） 

○村田委員長  再開いたします。 

 令和３年度の尾鷲市一般会計の歳入歳出決算のうちの教育委員会に係る説明を求

めます。 

○出口教育長  教育委員会でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、議案第５１号、令和３年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定につい

てのうち、教育委員会に係る部分につきまして、教育総務課長並びに生涯学習課長

から説明させていただきますので、よろしく御審議賜りますようにお願いいたしま

す。 

○森下教育総務課長  教育総務課でございます。よろしくお願いいたします。 

 議案第５１号、令和３年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定についてのうち、

教育総務課に関する決算につきまして、決算書及び主要施策の成果及び実績報告書

に基づき、御説明いたします。 

 決算書３０２、３０３ページを御覧ください。通知します。 

 ９款教育費、１項教育総務費、１目教育委員会費でございます。予算現額２４７

万５,０００円に対し、支出済額は２３７万７,０３９円で、不用額は９万７,９６

１円でございます。支出済額の主なものといたしましては、１節報酬２３５万１,

９９９円は、教育委員４名の委員報酬でございます。 

 次に、２目事務局費でございます。予算現額１億４,７１６万４,０００円に対し、

支出済額は１億４,１８９万８,７８５円で、不用額は５２６万５,２１５円でござ

います。 

 １節報酬は、支出済額１,０５５万８,１５４円で、学校健康管理費や尾鷲小学校

運営協議会委員への委員等報酬５２万３,２００円と会計年度任用職員２名分とＡ

ＬＴ２名分の報酬１,００３万４,９５４円でございます。 

 次に、２節給料、次ページの３節職員手当等、４節共済費の職員人件費につきま

しては、総務課より説明が行われておりますので、割愛させていただきます。 

 次に、７節報償費は、支出済額１２万円で、学校評議員１１名分の報償費１１万

円が主なものでございます。不用額１１万円は、魅力ある学校づくり推進事業など

に関する講師謝礼が新型コロナウイルス感染症の影響により見込みを下回ったこと
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が主な理由となっております。 

 魅力ある学校づくり推進事業につきましては、主要施策の成果及び実績報告書で

御説明いたします。通知します。 

○髙田教育総務課調整監  それでは、主要施策の成果及び実績報告書９２ページ

を御覧ください。 

 魅力ある学校づくり推進事業について御説明いたします。 

 まず、事業の目的は、学校の特色化、魅力ある学校づくりを進めるため、三重大

学との共同研究により、賀田小学校と輪内中学校をモデル校に位置づけ、小中連携

した９年間の英語カリキュラムを開発し、児童・生徒の英語力、コミュニケーショ

ン能力の向上によりグローカルな人材を育て、また、教職員向けの研修会等を通じ、

指導のノウハウを市内の小中学校に伝達し、市全体の英語教育の充実を図ることを

目的としております。 

 事業の内容につきましては、三重大学との共同研究により９年間を通じた英語教

育を充実させ、独自のカリキュラムを開発するなど、以下記載のとおりでございま

す。 

 経費の内訳としましては、報償費１万円、手数料６万円、委託料１２万７５０円

で、計１９万７５０円となっております。 

 事業成果としましては、賀田小学校において、小学校１年生から６年生までのＣ

ＡＮ－ＤＯリストを作成し、令和４年１月１８日には今まで学んできた英語学習の

集大成として、台湾の小学生とオンラインでの交流会を行いました。子供たちは自

分たちの地域の魅力を台湾の小学生に英語を使って伝えようと試行錯誤しながら取

り組み、より英語に対する意欲、関心を深めることにつながりました。 

 また、三重大学の大野准教授を招聘した公開授業研修会を行い、市内の全小中学

校の教職員が参加し研修に励むことができたとともに、外国語科の授業づくりにつ

いて発信する機会とすることができました。輪内中学校においては、同じく三重大

学、大野准教授と連携して指導を行い、英語発表会を行いました。全校生徒、保護

者、小学生などを招き、どの生徒も英語で合唱や手話を取り入れた歌、スピーチな

どを堂々と発表することができました。 

 財源内訳につきましては、全てふるさと応援基金繰入金となっております。 

 説明は以上です。 

○森下教育総務課長  それでは、決算書３０４、３０５ページに戻りください。

通知します。 
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 次に、１０節需用費は、支出済額４５３万１,８１７円で、主な支出は、消耗品

費３６０万２,９８９円で、４年に１回の教科書改訂に伴う中学校教科書及び指導

書、デジタル教科書代等でございます。 

 次に、１１節役務費は、支出済額１１１万５,８８９円で、次ページの庁舎別館

及び矢浜教員住宅の浄化槽保守点検手数料５６万３,５００円が主なものでござい

ます。 

 次に、１２節委託料は、支出済額２,９２５万８,６７８円で、支出の主なものと

いたしましては、スクールバス運行委託料１,３９３万６,５６０円と、学校給食施

設整備事業設計業務委託料１,１８８万円でございます。不用額２９２万３,３２２

円は、設計業務委託料の入札差金が主な理由でございます。 

 九鬼・輪内地区スクールバス運行管理事業につきましては、主要施策の成果及び

実績報告書で御説明いたします。通知します。 

○柳瀬教育総務課係長  主要施策の成果及び実績報告書９１ページを御覧くださ

い。 

 九鬼・輪内地区スクールバス運行管理事業について御説明いたします。 

 まず、事業の目的は、九鬼・輪内地区における小中学生の通学手段の確保と地域

間交流活動を行う際の移動手段の確保を目的としております。 

 事業内容につきましては、主にスクールバス３台の運行管理業務となっており、

経費内訳は、自賠責保険料、自動車重量税等を含む業務委託料１,３９３万６,５６

０円となっております。 

 事業成果としましては、九鬼・輪内地区の小中学生の安全な通学手段の確保及び

遠距離通学の負担が軽減され、また、地域内での伝統行事、校外学習等における移

動手段としての利用により、地域住民との交流や社会生活、郷土愛等を育む教育環

境の充実を図ることができたと考えています。 

 財源内訳は、ふるさと応援基金繰入金１,２００万円、一般財源１９３万７,００

０円となっております。 

 説明は以上です。 

○森下教育総務課長  それでは、決算書３０８、３０９ページを御覧ください。

通知します。 

 次に、１３節使用料及び賃借料は、支出済額１,５２７万４,５９３円で、主なも

のは、学校ＩＣＴ環境機器借上料１,４９９万５,２００円で、各小中学校でのパソ

コン教室の学習用端末や大型ディスプレイなどの機器借上料でございます。 
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 次に、１８節負担金、補助及び交付金は、支出済額４５１万１,７９９円で、不

用額６５万９,２０１円は、児童・生徒のけが等に関する日本スポーツ振興センタ

ー共済給付金が見込みを下回ったことによるものでございます。支出の主なものと

いたしましては、日本スポーツ振興センター共済掛金８９万８,０４０円、日本ス

ポーツ振興センター共済給付金１１５万６１７円、次ページの紀北教育研究所運営

費分担金９０万円などが主なものでございます。 

 ３１２、３１３ページを御覧ください。 

 次に、３目奨学資金貸付金でございます。予算現額３９９万１,０００円に対し

て、支出済額は３９８万５,７５２円でございます。支出の主なものといたしまし

ては、２０節貸付金、支出済額は３９６万円でございます。奨学金貸付事業につき

ましては、主要施策の成果及び実績報告書で御説明いたします。通知いたします。 

○柳瀬教育総務課係長  それでは、主要施策の成果及び実績報告書９３ページを

御覧ください。 

 奨学金貸付事業について御説明いたします。 

 まず、事業の目的は、高校、大学等へ進学する生徒・学生で、学資の十分でない

者に対し奨学金を貸与し、卒業後、社会に貢献させることを目的としております。 

 事業の内容につきましては、勉学意欲があるにもかかわらず経済的理由により高

校、大学等へ進学が困難な者に尾鷲市奨学金貸与選考委員会での選考を経て承認さ

れた方に奨学金を貸与しております。 

 経費内訳は記載のとおりです。 

 事業成果としましては、高校、大学へ進学する生徒・学生に対して奨学金を貸与

することにより保護者の経済的負担を軽減し、適切な修学環境の整備を図ることで

次代の社会を担う人材育成のための機会を保障することができたと考えております。 

 また、新型コロナウイルス感染症による経済的な影響を鑑み、年度内に追加募集

を実施したところ、１名の追加採用者がございました。 

 財源内訳は、奨学金貸付金返還金として３９６万円、一般財源が２万６,０００

円となっております。 

 説明は以上です。 

○森下教育総務課長  決算書３１２、３１３ページにお戻りください。通知しま

す。 

 次に、２項小学校費、１目学校管理費でございます。予算現額１億５,９１８万

６,０００円に対し、支出済額は１億４,９４６万９,８３４円で、不用額は８２８
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万６,１６６円でございます。支出の主なものにつきましては、１節報酬は、支出

済額６,０２５万５,５５７円で、各学校の校医報酬及び薬剤師報酬と給食調理員等

の会計年度任用職員４９名分の報酬でございます。不用額９１万２,４４３円につ

きましては、会計年度任用職員の報酬が見込みを下回ったものでございます。 

 次に、７節報償費は、支出済額１４万４,４００円。こちらは、各小学校の就学

前検診医師謝礼でございます。 

 次に、１０節需用費は、支出済額４,０６８万２,９７５円で、不用額は４７７万

２,０２５円で、主な理由といたしましては、各学校の光熱水費が見込みを下回っ

たことによるものでございます。主な支出といたしましては、授業用事務用品など

の消耗品費１,３４６万９,０７９円、次ページの光熱水費２,０２７万２,０５８円、

修繕料は３４７万８,３８４円で、各学校施設設備修繕費等でございます。 

 次に、１１節役務費は、支出済額１,０２７万４,８５３円、不用額６６万５,１

４７円は、通信運搬費、プール機器点検手数料などが見込みを下回ったためでござ

います。主な支出につきましては、各学校の浄化槽保守点検手数料６６１万８,４

００円、火災報知機点検手数料５９万７,３００円、給食用昇降機点検手数料７３

万５,９００円などでございます。 

 ３１６、３１７ページを御覧ください。 

 １２節委託料は、支出済額２７６万８,０６６円で、児童心臓検診委託料２８万

２８０円をはじめ、以下、御覧の委託料でございます。 

 次に、１３節使用料及び賃借料は、支出済額１８７万１９９円で、不用額は５１

万１,８０１円、各学校の複合機使用料が見込みを下回ったことが主な理由でござ

います。主な支出につきましては、複合機使用料１２６万４,６１２円、次ページ

のインターネット使用料４９万５,０００円でございます。 

 次に、１４節工事請負費は、支出済額７７９万１,３００円で、尾鷲小学校及び

賀田小学校遊具設置撤去工事でございます。繰越明許費１４３万円は、令和４年度

向井小学校屋内消火栓ポンプ改修工事分の繰越しでございます。 

 次に、１５節原材料費は、支出済額２２万８,６７１円で、グラウンド整備用山

砂代でございます。 

 次に、１７節備品購入費は、支出済額３０５万１,９５２円で、各小学校の図書

購入や各学校へのＡＥＤの購入等でございます。 

 次に、２目教育振興費でございます。予算現額９１７万４,０００円に対し、支

出済額は８１４万１,０７７円で、不用額は１０３万２,９２３円でございます。 
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 ７節報償費、支出済額９,０００円から１３節使用料及び賃借料支出済額２６万

３,６００円につきましては、ふるさと教育支援事業及び子どもの学びと育ち育成

支援事業に係る経費でございます。ふるさと教育支援事業及び子どもの学びと育ち

育成支援事業につきましては、主要施策の成果及び実績報告書で御説明いたします。

通知します。 

○柳瀬教育総務課係長  それでは、主要施策の成果及び実績報告書９４ページを

御覧ください。 

 ふるさと教育支援事業について御説明いたします。 

 まず、事業の目的は、子供たちがふるさと尾鷲に愛着を持ち続けるため、地域の

人々の考え方や生き方から学んだり、自然や景観、歴史、伝統文化の体験など、郷

土愛を育むふるさと教育を充実させることを目的としております。 

 事業の内容につきましては、尾鷲の自然や景観、歴史、伝統文化などに触れる体

験学習や地域教材を活用した学びを充実させるなど、以下、記載のとおりでござい

ます。 

 経費内訳は、小学校分が消耗品費と借上料で４１万９,０００円、中学校分が消

耗品費と通信運搬費で３万１,０００円となっております。 

 事業成果としましては、コロナ禍によりできないこともありましたが、小学校で

は鈴鹿サーキットでの体験プログラムに参加し、本田技研工業株式会社での自動車

生産などについて学ぶことができました。自然体験学習や伝統文化体験学習などを

通して、地域の自然、歴史、食文化について理解を深めたり、地域の先人の知恵等

を学んだりするなど、地域を大切にする気持ちを育むことができ、また、地域の

人々との交流を深める機会を持つことができました。 

 ただ、中学校のふるさと産業体験活動につきましては、コロナ禍であったため、

残念ながら職場体験をすることができませんでした。 

 財源内訳は、全てふるさと応援基金繰入金でございます。 

 続きまして、次の９５ページを御覧ください。 

 次に、子どもの学びと育ち育成支援事業について御説明いたします。 

 まず、事業の目的としましては、ふるさと尾鷲を担い創り上げていくおわせ人を

育成していくため、教職員の指導力向上と事業改善を目指した絶え間ない研修、ま

た、豊かな未来を切り開くための環境づくりと学校教育の充実を進めるとともに、

文化的、芸術的な催物の鑑賞を通して園児の豊かな感性や想像力を育むことを目的

としております。 



－４３－ 

 事業の内容につきましては、「すべては、子どもたちのために」という思いを共

有、協働して組織的に支え合う取組を推進するなど、以下、記載のとおりでござい

ます。 

 経費内訳は、小学校が報償費、消耗品費、役務費など３２万８,０００円、中学

校が消耗品費で３６万８,０００円、幼稚園が消耗品費、委託料などで１５万１,０

００円となっております。 

 事業成果としましては、各学校においてＱＵ調査を活用し、学級のデータ分析を

行い、課題解決に向けての取組を進めるなど、ＰＤＣＡサイクルを意識した学校経

営に役立てることができ、また、一人一人の子供の思いを把握し、個別に悩みを聞

くなどの対応やいじめ等の諸問題に対して未然防止の取組などにつなげることがで

きたと考えています。幼稚園ではプロによる人形劇を観劇し、子供たちの心に強く

残るものとなり、本物の文化、芸術に触れる貴重な機会を持つことができました。 

 財源内訳は、全て一般財源となっております。 

 説明は以上です。 

○森下教育総務課長  それでは、決算書３１８、３１９ページにお戻りください。

通知します。 

 次に、１９節扶助費は、支出済額７３９万４,１３４円、不用額は８６万２,８６

６円で、不用額の主な理由は、特別支援教育就学奨励費の認定児童が見込みを下回

ったことが理由となっております。 

 支出の内容は、就学援助費用で学用品費、給食費、特別支援教育就学奨励費でご

ざいます。認定児童の内訳は、準要保護１３４名、特別支援が１６名でございます。 

 次に、３項中学校費、１目学校管理費でございます。予算現額は、８,７２２万

円に対し、支出済額は８,１８２万１,０９３円で、不用額は５３９万８,９０７円

でございます。 

 ３２０、３２１ページを御覧ください。 

 支出の主なものにつきましては、１節報酬は、支出済額１,３７７万９,７２８円

で、各学校の校医報酬と薬剤師報酬及び用務員等の会計年度任用職員８名分の報酬

でございます。不用額８０万８,２７２円につきましては、会計年度任用職員の報

酬が見込みを下回ったためでございます。 

 次に、１０節需用費は、支出済額１,９１３万７８３円、不用額は１１５万８,２

１７円で、主に各校における光熱水費が見込みを下回ったことが主な原因となって

おります。主な支出につきましては、事業用事務用品などの消耗品費５６９万７７
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８円、光熱水費１,０５７万５,６０７円、修繕料は２２５万１,０７６円で、尾鷲

中学校浄化槽修繕ほか、各学校の施設設備修繕等でございます。 

 次に、１１節役務費は、支出済額２６８万４,５２１円で、各学校での通信運搬

費３３万１,８３６円、浄化槽保守点検等手数料１７４万５,９００円が主なもので

ございます。 

 ３２２、３２３ページを御覧ください。 

 次に、１２節委託料は、支出済額３１７万３,２２０円で、生徒心臓検診委託料

１６万８,７４０円ほか、各種委託料でございます。 

 ３２４、３２５ページを御覧ください。 

 次に、１３節使用料及び賃借料は、支出済額６７万１,５４５円で、複合機使用

料３９万１,９６２円ほか、各使用料等でございます。 

 次に、１４節工事請負費、支出済額３,４８２万８,２００円は、尾鷲中学校のト

イレ洋式化改修工事分でございます。不用額１１６万３,８００円は、入札差金に

よるものでございます。 

 次に、１５節原材料費は、支出済額１４万２,２８９円で、グラウンド整備用の

山砂代でございます。 

 次に、１７節備品購入費は、支出済額１３９万８,２６０円で、各中学校の図書

購入や生徒用机・椅子購入費でございます。 

 次に、１８節負担金、補助及び交付金は、支出済額５４万３５２円、不用額は１

１５万２,６４８円で、不用額の主な理由といたしましては、新型コロナウイルス

の影響により、中学校部活動の選手派遣費補助金が見込みを下回ったことによるも

のでございます。 

 主な支出につきましては、郡市中学校体育連盟負担金１９万３２０円、次ページ

の選手派遣補助金２３万２,９０６円でございます。 

 次に、２目教育振興費でございます。予算現額７６１万７,０００円に対し、支

出済額は６９５万１,７３５円で、不用額は６６万５,２６５円でございます。 

 １０節需用費は、支出済額１０４万１５円で、中学校２校におけるクラブ活動や、

先ほどのふるさと教育支援事業、子どもの学びと育ち育成支援事業に係る消耗品費

でございます。 

 次に、１９節扶助費は、支出済額５９０万５００円で、支出の内容は就学援助費

用で、学用品費、給食費、特別支援教育就学奨励費でございます。認定生徒の内訳

は、要保護が２名、準要保護が９１名、特別支援が５名分でございます。 
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 次に、４項幼稚園費、１目幼稚園費でございます。予算現額２,５０７万２,００

０円に対し、支出済額は２,４５３万４,２３９円で、不用額は５３万７,７６１円

でございます。 

 主な支出につきましては、１節報酬は、支出済額２２１万８,４４８円で、園医

報酬及び薬剤師報酬と会計年度任用職員１名分の報酬でございます。 

 １０節需用費は、支出済額５９万２７０円で、コピー用紙、事務用品などの消耗

品費４６万８,１４８円が主なものでございます。 

 次に、１２節委託料は、支出済額１１万６７４円で、先ほどの子どもの学びと育

ち育成支援事業に係る人形劇委託料９万４,９００円等でございます。 

 次に、１９節負担金、補助及び交付金は、支出済額８万９,０４０円で、主なも

のにつきましては、次ページの紀北ブロック乳幼児教育推進協議会負担金５万円等

でございます。 

 あと、資料といたしまして、教育委員会会計年度任用職員の人件費についてを添

付しておりますので、後ほど御参照ください。 

 以上で、教育総務課に関する決算の説明とさせていただきます。 

○村田委員長  続いて、生涯学習。 

○平山生涯学習課長  生涯学習課でございます。よろしくお願いします。 

 議案第５１号、令和３年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定についてのうち、

生涯学習課に関する決算について、決算書を基に主要施策の成果及び実績報告書で

御説明いたします。 

 決算書の３３０、３３１ページを御覧ください。 

 ９款教育費、５項社会教育費、１目社会教育総務費でございます。予算現額４,

１４６万８,０００円に対し、支出済額は４,０６４万１,８５８円で、繰越明許費

３３万３,０００円は、令和２年度より延期となった第６３回尾鷲市成人式に係る

需用費や会場使用料等で、不用額は８２万６,１４２円でございます。 

 人件費につきましては、総務課より説明が行われておりますので割愛させていた

だきます。 

 まず、支出の主なものにつきましては、次ページの３３２、３３３ページをおめ

くりいただき、７節報償費９３万７６９円で、このうち７２万６,４００円は、放

課後子ども教室推進事業、「いきいき尾鷲っ子」のコーディネーターや講師等に係

る報償費で、記念品代他は、第６４回成人式記念品でございます。不用額５４万１,

２３１円は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大対策により中止となった講座の
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講師謝金や活動サポーターへの謝金などが主なものであります。 

 １３節使用料及び賃借料６１万１,３１６円のうち、文化会館使用料４５万８,２

８０円は、成人式の開催に係るもので、第６３回及び第６４回の２回分の使用料で

ございます。 

 １８節の負担金、補助及び交付金の４万８,６９１円のうち、備考欄の一番下に

記載の尾鷲市成人式延期に伴う衣装賃借キャンセル料金等の補助金につきましては、

１件の１万６,０００円の交付となりました。 

 それでは、地域人材を生かした子育てＨＡＰＰＹ事業及び放課後子ども教室推進

事業につきまして、主要施策の成果及び実績報告書で課長補佐より説明させていた

だきます。 

○丸田生涯学習課長補佐兼係長  それでは、９６ページを御覧ください。通知い

たします。 

 地域人材を生かした子育てＨＡＰＰＹ事業について御説明いたします。 

 本事業は、地域の子供支援、子育て支援に関わる団体や事業者等と連携し、本市

ならではの特色を生かした地域ぐるみの子育て支援として、子育て世帯が親子で楽

しめるイベント、子育てＨＡＰＰＹ ＤＡＹを開催するものです。昨年度は新型コ

ロナウイルス感染症の影響により夏休みホラーナイトが中止となったため、２回の

イベントを開催し、本読み子育ての取組、青空図書館に４２９名、お仕事体験ＨＡ

ＰＰＹワークに２０４名の参加がありました。 

 事業費は７万２,０００円で、財源内訳は、国庫支出金として、地方創生推進交

付金が３万６,０００円、一般財源は３万６,０００円となってございます。 

 続きまして、９８ページを御覧ください。 

 放課後子ども教室推進事業について御説明いたします。 

 本事業は、放課後等における子供たちの安全で健やかな居場所づくりを進めると

ともに、本市の自然や文化に触れながら様々な講座を実施することにより、学校外

での学習を深める機会を創出し、子供たちの自ら考える力、豊かな心を育てるもの

でございます。 

 事業内容としましては、企画運営に当たるコーディネーターを配置し、小学生を

対象に土曜日や夏休みなどに地域の方々が講師となり、自然・文化体験や工作など、

様々な講座を実施しております。新型コロナウイルス感染症の影響により３学期の

講座は中止となりましたが、計２５講座、４２回開催し、６２０人の子供たちが参

加いたしました。 
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 事業費は９９万９,０００円で、財源内訳は、県支出金として、放課後子ども教

室推進事業補助金が６６万６,０００円、一般財源は３３万３,０００円でございま

す。 

 説明は以上でございます。 

○平山生涯学習課長  それでは、決算書の３３４、３３５ページにお戻りくださ

い。 

 ２目の公民館費でございます。予算現額２,４１６万１,０００円に対しまして、

支出済額が２,２９２万４,８５１円、不用額は１２３万６,１４９円でございます。

支出の主なものといたしましては、７節報償費１８万５,０００円で、公民館講座

に係る講師謝礼でございます。 

 １０節需用費８５５万６,３１３円のうち、中央公民館等の光熱水費が５５３万

７,０３４円、修繕料２６３万４,９６０円は、中央公民館１階事務室及び２階図書

館系統の空調機の修繕や消火栓ポンプ配管修繕などの修繕料でございます。不用額

５８万５,６８７円は、新型コロナウイルス感染症対策による貸し館日数の減少に

より、中央公民館等の光熱水費が見込みより少なかったことによるものでございま

す。 

 次のページ、３３６、３３７ページにお移りいただき、１２節委託料４９０万９,

５２０円は、清掃や警備、設備の各種点検等に伴う委託料でございます。 

 次のページ、３３８、３３９ページを御覧ください。 

 １７節備品購入費２４万５,２７８円は、新型コロナウイルス感染症対策地方創

生臨時交付金を活用したＩＴインフラ整備に係るプロジェクター等の備品購入費で

ございます。 

 続きまして、３目天文科学館費でございます。予算現額５０１万円に対しまして、

支出済額４４７万９,８０７円、不用額は５３万１９３円でございます。 

 支出の主なものといたしましては、１２節委託料６５万６７２円は、天体望遠鏡

保守点検業務委託料などでございます。 

 次に、４目図書館費でございます。予算現額２,４８４万５,０００円に対しまし

て、支出済額が２,４６７万９,０５５円で、不用額は１６万５,９４５円でござい

ます。 

 少し飛びまして、３４２、３４３ページを御覧ください。 

 支出の主なものといたしましては、１３節使用料及び賃借料１５９万７,６７２

円のうち、図書館システム使用料が１２８万４,３６０円でございます。 
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 次に、１７節備品購入費２５９万７,１１３円は、こちらは１,５２５冊分の図書

購入費でございます。 

 それでは、図書館管理運営事業につきまして、主要施策の成果及び実績報告書で

御説明いたします。 

○浜口生涯学習課係長（館長）  それでは、１０１ページを御覧ください。通知

いたします。 

 図書館管理運営事業について御説明いたします。 

 本事業は、暮らしの中の図書館として、市民に役立ち、市民が心豊かな生活を送

れるよう、資料の収集、提供、保存を行うほか、おはなし会や幼稚園、保育園等へ

の絵本の貸出し、地域への団体貸出しを行っています。昨年度の貸出し冊数５万７,

６１１冊、貸出し人数１万２,５５１人、インターネットからの予約１,３４９件。

昨年度も新型コロナウイルス感染症の影響によりおはなし会を中止した月もありま

したが、乳幼児向けのおはなし会を４６回開催し、延べ５７５人の参加がありまし

た。親子で読書に親しむ機会を提供するとともに、チラシを作成し、保護者に対し

て家庭での読書の取組の大切さを啓発いたしました。小中学生に対しては、手作り

絵本教室、子供読書会、ブックトーク、図書館見学の受入れを行い、延べ２５０人

の参加があり、子供の読書への興味関心を高めました。 

 また、地域へは地区コミュニティーセンターと連携して定期的に図書を巡回配本

し、図書館利用が不便な方に対しての貸出しサービスの充実を図りました。 

 事業費は５１６万６,０００円で、財源内訳につきましては、図書館コピーサー

ビス料１万１,０００円、ふるさと応援基金繰入金２５９万７,０００円、一般財源

２５５万８,０００円でございます。 

 説明は以上でございます。 

○平山生涯学習課長  決算書の３４２、３４３ページにお戻りください。 

 ５目文化財保護費でございます。予算現額は２３８万７,０００円に対しまして、

支出済額１３２万５,３１８円で、不用額は１０６万１,６８２円でございます。 

 不用額の主なものといたしましては、２１節の補償、補塡及び賠償金の５９万５,

７５０円になります。こちらは、熊野古道周辺の森林整備業者に対する熊野古道歩

行者の安全確保のために要する際の経費の補塡費でございますが、その支給の見込

みが下回ったためでございます。 

 それでは、支出の主なものといたしましては、１０節需用費５１万７,６１０円

のうち、修繕料４８万８,４００円は、熊野古道の八鬼山の路肩路面修繕及び三木
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里あずまやの腰壁の修繕料、３４４、３４５ページに移っていただきまして、２１

節補償、補塡及び賠償金４０万４,２５０円は、熊野古道周辺の森林作業者に対す

る熊野古道歩行者の安全確保のために要する際の経費の補塡費につきまして、こち

らは１事業者に支給したもので、八鬼山道での森林作業３２日間における交通誘導

警備員の配置に係るものでございます。 

 次に、６目郷土室費でございます。予算現額７２５万６,０００円に対しまして、

支出済額が６９２万５,８９１円で、不用額３３万１０９円でございます。 

 支出の主なものといたしましては、１２節委託料１１４万９,５００円は、尾鷲

大庄屋文書等の貴重な文書や文化財を害虫から守るための薫蒸作業の委託料でござ

います。 

 続きまして、７目少年センター費でございます。予算現額４８１万５,０００円

に対しまして、支出済額が４４６万７,８０９円で、不用額３４万７,１９１円でご

ざいます。 

 次ページの３４６、３４７ページを御覧ください。 

 支出の主なものといたしましては、１８節負担金、補助及び交付金４２万２,７

５１円は、尾鷲市少年指導員の会への青少年非行防止活動事業補助金と青少年育成

町民会議６団体への青少年育成地域活動事業補助金、地域間交流活動推進事業補助

金は、尾鷲市青少年育成市民会議への補助金となっております。これらの関係機関

と連携した啓発活動の取組や少年センター職員等によるパトロール巡回事業などを

実施しております。 

 続きまして、８目文化会館費でございます。予算現額５,１０１万９,０００円に

対しまして、支出済額５,０８０万５,０００円で、不用額は２１万４,０００円で

ございます。 

 支出の主なものといたしましては、１０節需用費、修繕料３０８万６,３００円

で、こちらは、小ホール温度調節計取替え修繕及び冷却チラー防炎垂れ壁の修繕料

等でございます。 

 １２節委託料４,７６８万３,５００円は、２年ごとに実施する特定建築物定期調

査報告業務委託料２２万５,５００円と、公益財団法人尾鷲文化振興会に委託して

いる市民文化会館の指定管理料４,７４５万８,０００円でございます。 

 続きまして、９款教育費、６項保健体育費、１目保健体育総務費でございます。

予算現額６,００９万７,０００円に対しまして、支出済額５,６２５万１,３７１円

で、不用額３８４万５,６２９円でございます。 
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 少し飛びまして、３５０、３５１ページを御覧ください。 

 不用額の主なものといたしましては、１８節負担金、補助及び交付金２１４万５,

１８９円は、新型コロナウイルス感染症対策のための青年スポーツ活動事業や三重

スポーツフェスティバルなどの大会等が中止になったことや、あと、他市町の公営

プール利用補助金が見込みを下回ったことなどによるものでございます。 

 次、支出の主なものといたしましては、１２節委託料４４万２,７４６円は、尾

鷲市スポーツ協会への美し国三重市町対抗駅伝参加事業委託料であります。昨年度

の美し国駅伝につきましても、一昨年と同様に実行委員会において選手団が選出さ

れ、練習会などを行うなど準備を進め、ユニフォームや健康診断費、保険料等の予

算の一部を執行しておりましたが、直前に大会が中止になったことから、２５万７,

２５４円の不用額となっております。 

 次に、１８節負担金、補助及び交付金３７２万３,８１１円の主なものは、補助

金のうち、成年スポーツ活動事業補助金は尾鷲市スポーツ協会、少年スポーツ活動

事業補助金は尾鷲市スポーツ少年団への活動補助金でございます。 

 他市町公営プール利用補助金は、紀北町、大紀町、熊野市にある市民プール等の

利用者に対する補助金であり、昨年度は延べ１,２０９人、９,１４５件の利用がご

ざいました。 

 なお、昨年度、紀北健康センターが新型コロナウイルス感染症の影響で８月下旬

から９月末、あと、１月下旬から２月末の２回ほど休館となり施設利用ができなか

ったことなどから、年間利用実績が大きく下回りました令和２年度より３割弱ほど

増加したような結果となりました。 

 続きまして、２目運動場管理費でございます。予算現額は、４６８万２,０００

円に対しまして、支出済額４４３万４,６７１円で、不用額は２４万７,３２９円で

ございます。 

 支出の主なものといたしましては、次ページの３５２、３５３ページ記載の１２

節委託料２２０万円は、野球場と市営グラウンドの施設管理や除草、トイレなどの

管理委託料でございます。 

 次に、３目体育文化会館管理費でございます。予算現額７６０万６,０００円に

対しまして、支出済額６８９万１２７円で、不用額は７１万５,８７３円でござい

ます。 

 不用額の主なものといたしましては、１０節需用費３０万２,２６３円は、体育

館の光熱水費が見込みより下回ったことによるもので、１２節委託料２８万１,６
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１０円は、体育館で休日に開催される予定であった大会等が感染症対策のため中止

になったことに伴い、警備業務委託料が見込みを下回ったことなどによるものであ

ります。 

 次に、支出の主なものといたしましては、１０節需用費３６７万５,７３７円は、

体育館の光熱水費及び体育館防火ドアなどの修繕料でございます。 

 １２節委託料２５９万９,３９０円は、警備清掃業務委託料が主なものでありま

す。 

 次ページ、３５４、３５５ページを御覧ください。 

 ４目国民体育大会関連経費でございます。予算現額１,３９３万２,０００円に対

しまして、支出済額１,３７４万１,８５０円で、不用額は１９万１５０円でござい

ます。 

 支出の主なものといたしましては、１８節の負担金、補助及び交付金１,３６６

万８,８８１円は、三重とこわか国体尾鷲市実行委員会負担金でございます。実行

委員会では昨年、７月２５日にオープンウォータースイミング三重オープン２０２

１尾鷲兼三重とこわか国体のオープンウォータースイミングリハーサル大会を無観

客で開催しまして、第７６回国民体育大会の三重とこわか国体の開催に向けて直前

まで準備のほうを進めてまいりましたが、新型コロナウイルス感染症の感染拡大に

より中止となりました。本負担金につきましては、主に国体実行委員会に係る事務

経費や本大会及びリハーサル大会の大会準備経費と無観客で開催されましたリハー

サル大会などに充当されております。 

 内容につきましては、主要施策の成果及び実績報告で御説明いたします。 

○中世古生涯学習課主幹兼係長  主要施策の成果及び実績報告書１０７ページを

御覧ください。 

 三重とこわか国体で本市にて開催される予定であった正式競技及びデモンストレ

ーション競技の普及・振興を行い、円滑な開催のため、国体実行委員会の運営を行

いました。オープンウォータースイミングについては、リハーサル大会を無観客で

開催しましたが、新型コロナウイルス感染症の影響により国体が中止となりました。

デモンストレーションスポーツであるウオーキング、クッブ、ユニカールについて

は、プログラムの作成等、開催に向け準備を行い、また、審判講習会の実施等によ

り普及・振興を図りましたが、全て中止となりました。決算額は１,３７４万２,０

００円、財源内訳は、県支出金８８７万円、一般財源４,８７２万円であります。 

 説明は以上でございます。 
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○平山生涯学習課長  以上で、生涯学習課に係る関する決算の説明とさせていた

だきます。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○村田委員長  教育委員会に係る教育総務課、生涯学習課の説明が終わりました

けれども、これについて御質疑がございましたら御発言願います。 

○中村委員  ３０７ページのスクールバスの利用人数を教えていただきたいんで

すけれども。 

○平山生涯学習課長  賀田小学校と輪内中学校、賀田小学校の児童が３１名、輪

内中学校の生徒が２８名、合わせて５８名の生徒が在校しております。そのうち約

５０名ほどの児童・生徒がバスに乗って通学をしております。 

○中村委員  ３１９ページの船の借上料が入っているんですけれども、これの説

明がちょっと分からなかったので、ごめんなさい、もう一度お願いします。 

○髙田教育総務課調整監  これは、ふるさと教育支援事業の中で、賀田小学校が

行った三木里海岸で行われるカヤック体験ですね、これの借上料になります。 

○仲委員  決算書の３０６から３０７、３００もそうなんですけど、実績報告書

の魅力ある学校づくり推進事業、英語教育の件でちょっとお尋ねいたします。 

 事業の目的が書かれておって、内容が三重大学との共同研究に９年間を通じた英

語教育を充実させカリキュラムを開発するとなっておるんですけど、９年間ずっと、

以前の教育長からのスタートだと思うんですけど、今、中学校の３年生は何年間目

になるのかな、これ。 

○髙田教育総務課調整監  この事業が始まったのが４年前になりますので、計算

しますと、小学校６年生のときに始まった事業になりますね。 

○仲委員  ９年間というと、多分小学校６年間と中学校３年間で９年間と。中学

校３年のときにどれぐらいの英語教育が上がったかというようなことも含まれると

思うんですけれども、もちろん教師とのあれもあるんですけど、独自のカリキュラ

ムというと、まだこれはできていないですね。 

○髙田教育総務課調整監  独自のカリキュラムについては、一応完成ということ

になっております。続けてよろしいですか。 

 文科省が定めている教科書に加えて、三重大東紀州サテライトの大野准教授より

推薦された教材を使って、小学校１年生から独自のプログラムで指導を続けており

ます。それを基に今回ＣＡＮ－ＤＯリストというものを作成して、それを一応９年

間のカリキュラムというふうにさせていただいております。 

○仲委員  よく分かりました。ということは、各小学校、例えば宮ノ上、尾鷲小、
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矢浜小、向井小ともそのカリキュラムを通じてもう既にやっていると。そして、Ａ

ＬＴとの絡みもあると思うんですけど、そこらはどのようにやっていますか。 

○髙田教育総務課調整監  この事業に関しては、三木小、三木里小、賀田小を合

併したときに、魅力ある学校の目玉として始めた事業です。なので、この事業の９

年間のカリキュラムについては、賀田小、宮ノ上小に当てはまる事業となっていま

す。 

 ただ、ここで研究した内容については、市内の小学校、中学校のほうにはしっか

り還流をさせていただいて、使える部分については使っていただいております。 

○仲委員  ぜひ、せっかく９年間を通じてということですから、各学校でも使え

るものは使っていただきたいんですけど。今後もこれを続けますね。僕、ずっと見

ておったんやけど、報償費の講師謝礼、１万円、３０７ページの動画作成手数料が

６万円なんですよね。それから、その下に英語教育共同研究委託料１２万７５０円

と。あまりにも報償が安すぎるんじゃないかと。ぜひ来年度はもっと意欲ある三重

大の共同研究になるように財政のほうへ要求していただいたらいいんじゃないかと

思うんですけど、いかがですか。 

○出口教育長  ありがとうございます。 

 確かに報償費が少ないということは、これは見ていただいたとおりなんですけれ

ども、ただ、やはりコロナの影響もあって、なかなか講師招聘ということもままな

らぬ状況もありましたので少なくなっているということがあるんですけれども、こ

の魅力ある学校づくりの英語教育だけに限らず、これからは地域と一緒に学習をす

る、あるいはほかからも来ていただいてということもございますので、報償費につ

いては、うちのほうでもよく検討していきたいというふうに思います。 

○村田委員長  これについて、調整監、特に御意見ありますか。 

○髙田教育総務課調整監  この事業、去年で３年目となりまして、１年目、２年

目で大分土台ができていました。昨年度も一応講師招聘を予定していたんですけれ

ども、コロナの関係でできなかったということもありますが、ただ、小学校も中学

校も軌道には乗っていますので、改めて講師を招聘しなくても大丈夫だったかなと

いうふうな感想を持っています。 

○中里委員  今の仲委員の質問にちょっと追加なんですけれども、ＣＡＮ－ＤＯ

リストというのをちょっと詳しく聞きたいんですけど、どんな感じのリストなので

しょうか。 

○髙田教育総務課調整監   ＣＡＮ－ＤＯリストというのは、学習の到達目標を
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何々することができるの形で指標化し、英語を使って具体的に何ができるかという

ことを明確化しようというものです。英語の技能は、話すこと、聞くこと、書くこ

と、読むことの四つに分けることができるんですが、それぞれの技能において、各

学年の修了時に何ができるようになっているかということを想定してＣＡＮ－ＤＯ

リストを作成します。具体的に申しますと、例えばある小学校のある学年の聞くこ

とではこういうふうにあります。ゆっくりはっきり話されれば４文程度の簡単なス

ピーチを聞き、その内容を理解することができる。このような到達目標を設定しま

す。児童がその学年の終わりにはこのことができるようになるよう、指導者は指導

内容・方法を工夫しながら英語教育を進めていくと。このような仕組みのものです。 

○中里委員  次に、主要施策の９５ページの事業成果、各学校においてＱＵ調査

をというところからなんですけれども、ＰＤＣＡサイクルを意識した学級経営に役

立てることができたということなんですけれども、この内容をもうちょっと詳しく

聞きたいんですけれども。 

○髙田教育総務課調整監  ＱＵ調査については、学級満足度調査という子供に対

する質問紙調査になっております。この調査で何が分かるかというと、子供の学級

での満足度、あと、侵害行為、いわゆるからかわれたりとかいじめられたりとか、

そういった行為がないかどうか。また、クラスメートからの承認感、学級での認め

られ感、困難の度合いはどうなのかということが分かるということになっています。

これらのデータを基に、各学年分、また、学級担任が学級経営の手がかりとしてお

ります。 

○中里委員  分かりました。子供に対するＱＵ調査ということで、各先生たちに

はこれはないということですかね。 

○髙田教育総務課調整監  これは子供たちに質問紙調査するんですけれども、そ

の結果が教師に渡されるので、教師がそのデータを基に学級経営のプランを立てて

いくという流れになります。 

○中里委員  分かりました。 

 これと別に先生に対するＱＵ調査みたいのというのはないですかね。 

○髙田教育総務課調整監  それはございません。 

○西川委員  ちょっと教えてください。３３７ページの中段なんですけど、特定

建築物定期調査報告業務委託ってあるんですけど、これはどこのことを言っておる

んですか。 

○平山生涯学習課長  こちらは、中央公民館の建物のほう。 
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○西川委員  中央公民館は特定建築物になりますか。 

○平山生涯学習課長  一応公民館も特定建築物として対象となっております。 

○西川委員  分かりました。ちょっと調べさせていただきます。 

○濵中副委員長  ばくっと全体の大きな話なんですけれども、子供たちに対する

学習活動点検であったりとか主要施策の成果であったりとかというのはある程度、

令和３年度の部分は理解したつもりなんですけれども、令和２年度にタブレット、

ＩＴの整備をして、結構そういったネット環境を充実させたように思うんですけれ

ども、そんな中で、子供と向き合う時間を少しでも増やすためには、先生の働き方

改革という辺りがどうなっておるのかというのがちょっと見えてきていないなと、

この点検の中でもないなと。各学校の先生は県費による先生たちなのでその辺りが

出てこないのか、尾鷲市の教育の取組として、そういったＩＴが採用されたことに

よって先生たちの時間がどういうふうに有意義に使われるようになったか辺りの成

果が去年に関してはちょっと聞きたいかなと思うんですけれども、その辺り、いか

がですか。教育長でも調整監でも感じることを教えていただきたいんですけど。 

○髙田教育総務課調整監  まだその辺の調査とかデータを取ってないんですけれ

ども、ただ、例えばＩＣＴの活用に関して言えば、朝の打合せと、当初であればみ

んな集合して時間を取ってやっていたんですけれども、ＩＣＴで連絡事項は各自で

確認してくださいとか、そのようなこと。あと、やはり先生の教材準備なんかも、

本来であればプリントを作成したりとかするようなところを印刷したりとか、その

ような業務があったのをＩＣＴに取って代わるということで、そのようなことでも

短縮はされているとは思うんです。あと、僕も調べていないんですが、幾つかＩＣ

Ｔの活用において、先生たちの勤務時間は縮減されていると思います。また調べて

おきます。 

○濵中副委員長  恐らく働き方改革は働く方自身のためということももちろんあ

るとは思うんですけれども、先生に時間外の余裕ができることによって子供たちと

向き合うところの余裕ができるのかなということを想像しておりました。やはりこ

れだけのコロナ禍で拍車がかかってすごくスピードアップしてタブレットなどの導

入も進んだとは思うんですけれども、そんな中で、やはりこうやって整備したもの

がどうやって子供たちのために生かされてきているのかという辺りは、こういう点

検の中で書き表わしていただけると、そういったハード整備であるとか、こういっ

たものがインフラであるというふうにも言われている時代ですので、その辺りをぜ

ひまた御報告の中で詳しくお聞きできるようにお願いしたいと思います。よろしく
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お願いします。 

○出口教育長  今の調整監の回答で少し補足をさせていただきますと、学校もＩ

ＣＴ化を進めていくということで、例えば、これまで出勤退校の管理があまりされ

ていなかったというところで、今はカードでもってパソコンを使って自動的に時間

計算ができるようなこと、そういうふうなことができるようになりまして、その中

で、どの先生がどれぐらい長く仕事をされているのかというようなこともつかめる

ようになりましたので、校長の指導の下でそれはやっていく。あるいは、これはし

ばらく前からですが、これまで手書きでやっていた指導（聴取不能）とかいろんな

書類につきましては、かなりコンピューターを使ってできるような状況にもう既に

なっておりますし、そして、教育委員会と学校の先生、あるいは学校とか、もうイ

ンターネットで全てつながっておりますので、そういった事務処理もかなり速やか

にできるような状況になったということでございます。 

 ただ、働き方改革の一番のネックは、特に中学校ではやっぱり部活動がその部分

を占めておりますので、そこの改革を何とかこれから進めていく必要があるんだろ

う。これは、国も県も何とかこれはする必要があるということで、今現在、例えば

土日の部活動の地域移行とか、そういったものを今検討中でございますので、これ

については、この管内でも考えていく必要があるんだろうというふうに思っていま

す。 

○濵中副委員長  決算から外れるかなと思ってその部分は入れなかったんですけ

れども、せっかくこの際教育長のほうから発言していただいたので、部活動の外部

登用の指導員の辺りの話やと思うんですけれども、都会と違って大学がありません

し、プロのアスリートが身近にいないという辺りで、恐らく指導員の優秀な方たち

が集めにくい地域であるのかなというのは、保護者のほうからもそういった声を聞

いておりますけれども、その辺りはどんどん考えていただいて進めていただけると、

せっかくの持っている能力を十分に生かせる環境をつくるというも学校の教育の中

での責務の一つかなと思っておりますので、どうかその辺り、強力に進めていただ

ければなと思います。お願いします。 

○出口教育長  今副委員長が言われましたように、確かに人材という点でかなり

都会とは比べものにならないという状況もございますが、ただ、スポーツ少年団と

か、そういった辺りで指導されている方もおりますので、これからそういう方とも

いろいろ相談をさせていただいて、何とかやれるところからやっていきたいという

ふうには思っているところです。 
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○村田委員長  他にございませんか。 

 この際、特に私からお聞きをしたいと思うんですけれども、教育長、決算の結果

は今発表されたわけでありますけれども、これについての評価は議員個々がするこ

とでありますけれども、教育長として、この決算を見て、教育全体についてどうい

うことを感じておられたか。また、今後どういう抱負を持ってやっていこうとして

おるのか、少しお考えをお聞きしたいと思います。 

○出口教育長  教育予算につきましては、私は、特に学校教育の部分で言えば、

やっぱり学校がその予算の下にいろんな事業が組めて、そして学校が活躍できる、

そういうところであるというふうに考えております。私が以前におりましたときよ

りもかなり事業数が大幅に減っています。ですので、最低限の、今、本当に骨組み

だけの予算になっているような気がしておりますので、何とか学校が元気を出して、

それこそ特徴のある学校になるような、そういうふうな予算組みができたらという

ふうに考えております。そんなところでよろしいでしょうか。 

○村田委員長  ということは、今度は来年度の予算がまた１０月、１１月に始ま

ってきますけれども、教育長としては、その辺の予算を潤沢にやっぱりつけていた

だくということなんですよね。 

○出口教育長  ぜひそうしていただければありがたいというふうに思います。 

 それともう一つは、ちょっと今言わなかったんですが、学校教育の中で、今は学

校と地域はかなり結びついていろんなことを取り組んでいただいておりますけれど

も、私は今、いわゆる市の取組の中で、例えばＳＤＧｓであるとか、エコの問題と

か、林業、漁業をはじめとする産業の問題、そういったものと学校が連携しながら、

何かうまく物事が運べないか、今既に山育、川育辺りで水産のほうとも随分と協力

いただいて取り組ませていただいておりますけれども、ああいったことがほかの課

のほうにもいろいろ一緒になってできることはないのかということを今考えており

まして、そういうベースになるものをつくっていく中で、もし予算措置が必要であ

ればまたお願いをすることも出てくるんじゃないかというふうに思っております。 

○村田委員長  教育の第一人者として取組姿勢をちょっとお聞きしたかったので

あえてお聞きをしたんですけれども、今後も尾鷲市の教育の充実のためにさらに策

を尽くしていくと、そういう心がけだということなんですね、そうですね。 

○出口教育長  はい。 

○村田委員長  分かりました。 

 他にございませんか。 



－５８－ 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○村田委員長  それでは、これで教育委員会の審査を終わります。 

 これで本日の審査を終了いたします。明日また１０時からよろしくお願いをいた

します。 

（午後 ２時５１分 閉会） 

 

 


